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（単位：千円）

Ｒ元年度予算 Ｈ30年度予算 増▲減 課　　名

1 旭区誕生50周年記念事業 6,200 2,500 3,700 区政推進課

2 旭ふれあい区民まつり 3,800 3,300 500 地域振興課

1 保育所地域子育て支援事業 6,664 7,916 ▲ 1,252 こども家庭支援課

2 子育て支援情報提供事業 3,926 2,878 1,048 こども家庭支援課

3 子育て・若者支援事業 3,106 2,737 369 こども家庭支援課

4 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業 2,909 2,371 538 福祉保健課

5 青少年健全育成事業 593 593 0 地域振興課

6 読書活動推進事業 300 — 300 地域振興課

7,584 3,338 4,246

4,500 — 4,500

8 健康生活支援事業 2,962 2,661 301 福祉保健課

9 区民スポーツ事業 3,396 2,721 675 地域振興課

10 あさひ魅力発見事業 2,116 2,700 ▲ 584
区政推進課
地域振興課

11 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業 4,123 1,472 2,651
区政推進課
地域振興課

12 街の美化運動事業 699 3,468 ▲ 2,769 地域振興課

13 旭区の「農」の魅力ＰＲ事業 722 750 ▲ 28 地域振興課

14 文化芸術による心の豊かさ推進事業 6,522 6,042 480 地域振興課

15 「みなくる」自主事業活動費 573 573 0 地域振興課

1 SDGs若葉台フロント事業 1,500 — 1,500 区政推進課

2
都心直通化を契機とした駅周辺のまちづくりに
関する基礎調査

2,500 — 2,500 区政推進課

１ 災害に強い区づくり事業 10,131 5,981 4,150
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

2 地域安全安心普及推進事業 2,534 2,434 100 地域振興課

3 交通安全対策事業 4,504 3,567 937 地域振興課

4 地域福祉保健計画事業 5,039 1,139 3,900 福祉保健課

5 認知症をみんなでささえるまちづくり事業 937 733 204 高齢・障害支援課

6 高齢者生きがいづくり支援事業 487 245 242 高齢・障害支援課

7 障害者ネットワーク推進事業 1,026 948 78 高齢・障害支援課

8 ＤＶ対策事業 892 916 ▲ 24 こども家庭支援課

9 安全で安心な食と生活環境支援事業 615 615 0 生活衛生課

10 旭区生活困窮者自立支援　若年層向け広報啓発事業 506 — 506 生活支援課

1 チーム旭で進める満足度向上事業 700 600 100 総務課

2 一時託児サービス事業 917 917 0 総務課

3 区民に身近で信頼される区役所事業 7,972 9,396 ▲ 1,424 総務課

4 区政運営推進費 2,200 2,982 ▲ 782 区政推進課

5 旭区広報事業 2,112 1,849 263 区政推進課

6 自治会町内会活動支援事業 3,811 3,241 570 地域振興課

7 商店街振興事業 600 300 300 地域振興課

8 「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業 1,172 822 350 地域振興課

103,266 79,367 23,899

※30年度予算額については、統合事業費への移行分及び廃止事業分を含めると、合計101,769千円になります。
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（単位：千円）

Ｒ元年度予算 Ｈ30年度予算 増▲減 課　　名

26,143 26,414 ▲ 271 総務課

1 広報よこはま旭区版発行事業 8,351 (8,053) (298) 区政推進課

2 広聴・相談事業 2,079 (2,047) (32) 区政推進課

3 クリーンタウン横浜事業 1,833 (1,807) (26) 地域振興課

4 消費生活推進事業 785 (735) (50) 地域振興課

5 スポーツ推進委員支援費 4,705 (2,278) (2,427) 地域振興課

6 青少年指導員事業 3,061 (5,332) (▲ 2,271) 地域振興課

7 学校・家庭・地域連携事業 1,830 (1,830) (0) こども家庭支援課

48,787 (48,496) (291)

※統合事業費の元年度予算額については、自主企画事業として計上していた金額を記入しています。

Ｒ元年度予算 Ｈ30年度予算 増▲減 課　　名

666,503 661,140 5,363
総務課

地域振興課
土木事務所

Ｒ元年度予算 Ｈ30年度予算 増▲減 課　　名

1 緊急時情報システム運用試行事業 872 800 72 総務課

2 地域ユースプラザ事業 19,470 — 19,470 こども家庭支援課

3 2025年問題を見据えた大規模団地再生モデル構築事業 5,609 8,109 ▲ 2,500 区政推進課

25,951 8,909 17,042

Ｒ元年度予算 Ｈ30年度予算 増▲減 課　　名

1
旭区左近山団地における大学と連携した
ＳＤＧｓ未来都市地域主体型事業

3,000 2,440 560 区政推進課

2
旭区若葉台団地における地域・企業・行政
協働のＳＤＧｓ未来都市地域主体型事業

1,000 — 1,000 区政推進課

4,000 2,440 1,560

Ｒ元年度予算 Ｈ30年度予算 増▲減 課　　名

5,224 5,805 ▲ 581
区政推進課
地域振興課
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（単位：千円）

令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減 増▲減率

818,556 789,323 29,233 3.7%

自主企画事業費 103,266 101,769 1,497 1.5%

統合事務事業費 48,787 26,414 22,373 84.7%

統合事務費 26,143 26,414 ▲ 271 ▲ 1.0%

統合事業費
（各種委員の任命・委嘱にに関する経費など）

22,644 0 22,644 ―

666,503 661,140 5,363 0.8%

（単位：千円）

令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減 増▲減率

25,951 8,909 17,042 191.3%

4,000 2,440 1,560 63.9%

5,224 5,805 ▲ 581 ▲ 10.0%

※２　SDGs未来都市推進事業は、温暖化対策統括本部の財源を活用した事業です。

令和元年度　旭区個性ある区づくり推進費　予算概要

区　　分

個性ある区づくり推進費

区庁舎・区民利用施設管理費

区　　分

旭区で企画する主な区配事業

区局連携促進事業　※１

※１　区だけでは解決できない地域の課題解決に向け、所管局へ事業提案し、区と局が連携して実施する事業です。

市民局及び各所管局の財源を活用して実施します。

その他の事業費

SDGs未来都市推進事業　※２
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Ⅰ　50周年を祝う

　　旭区誕生50周年記念事業【6,200千円】

・旭区誕生50周年記念事業実行委員会に

補助金を交付（4,000千円）

【参考】協賛金と合わせて事業を実施

平成30年度補助金（2,000千円）

・区内で行われる様々なイベント等と連携

・デジタル技術を生かして記憶と記録を継承

・民間広報媒体を使用して旭区の魅力を発信

【参考】記念事業

Ⅰ－1 旭区誕生50周年記念事業 区政推進課

予 算 額

事 業 概 要
　旭区誕生50周年を契機に、旭区の魅力を再認識し、次の50年に向けた新しい魅
力を作る記念事業を実施します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・記念事業の実施（通年）
・広報媒体への掲載（通年）

令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

6,200 千円 2,500 千円 3,700 千円

・豊かな自然に触れあえる環境で、音楽・スポーツ・文化芸術に

親しめるライフスタイルを提案

・拠点となる３つのエリアを中心に展開

子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける旭区へ

拡

区役所・鶴ケ峰

周辺エリア

ズーラシア・

里山ガーデンエリア

こども自然公園

エリア

感謝とお祝い (1)記念式典（令和元年10月19日（土））

未来へつなげる
旭区の魅力発信

(2)旭ふれあい区民まつり（第30回）
(3)あさひ子育て・保育園ひろば
(4)旭ズーラシア駅伝（第50回）
(5)ズーラシアバックヤードツアー
(6)里山ガーデン・ズーラシアクイズラリー
(7)旭区こども写生大会
(8)横浜旭ジャズまつり（第30回）
(9)ヨコハマネイチャーウィーク2019
(10)相鉄ロックオンミュージック2019
(11)リアル宝探し（相鉄とのタイアップ企画）
(12)旭区誕生50周年記念あさひくん絵本
(13)小学生絵画コンクール
(14)旭区中学生ビブリオバトル大会

記憶と記録

(15)未来へ残したい旭区の風景の選定（旭50景）
(16)旭区誕生50周年記念誌
(17)旭区デジタルアーカイブ（Web上の写真集）
(18)モニュメント
(19)旭区広報動画

地域・団体
との連携

(20)地域・団体との連携事業（実行委員会認定事業）
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　　旭ふれあい区民まつり（旭区誕生50周年記念事業）【3,800千円】

　協賛企業：41団体（協賛金　総額111万円）

　一般模擬店コーナー出店団体：40団体

　団体ＰＲコーナー等出店団体：42団体

ミニ商店街コーナー出店団体：14団体

フリーマーケット出店団体：30団体

Ⅰ－２ 旭ふれあい区民まつり 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

3,800 千円 3,300 千円

　　（あさひくん誕生10周年企画
モザイクアート）

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・来場者数　55,000人以上
・一般模擬店コーナー出店団体数　40団体以上

500 千円

事 業 概 要
　旭ふれあい区民まつりの開催を通じ、区民や公益的団体の活動ＰＲの場を提供
し、区民とのふれあいや旭区の魅力の発信、ふるさと意識の高揚をはかります。

執 行 計 画

・10/20　開催予定

・旭ふれあい区民まつり実行委員会に対し、補助金を交付

  場所：鎧の渡し緑道、鶴ヶ峰公園、鶴ヶ峰商店街協同組合駐車場、
旭区役所、旭公会堂等

・令和元年度は旭区誕生50周年にあたり、旭区の古くからある魅力と新

たな魅力を発信し、こどももおとなも旭区の魅力を自ら発見できる区

民まつりを実現する。歴史を巡るアーカイブや横浜音祭りとの連携

ステージ、地元商店街と連携した企画を実施

・平成30年度は10/21に開催し、５万５千人が来場 

（「DanceDanceDance＠YOKOHAMA2018」
　共催屋外ステージの様子）

　内容：ステージイベント、他都市物産展、模擬店コーナー、健康フェア、
団体ＰＲコーナー、体験コーナー、フリーマーケット、
リサイクルフェア、ミニ商店街、屋外ステージ、
あさひくんコーナー（あさひくん絵本、ポロシャツ等の展示販売）
あさひくんモザイクアートの拡大実施　等

拡
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Ⅱ　「選ばれるまち旭」へ魅力発信

１　保育所を活用した養育支援強化事業 【3,607千円】

(1) 臨床心理士配置による養育支援事業

・児童虐待の専門家（※）による保育士対象の研修を実施（年２回）

※子どもの虹情報研修センター　研修部長　増沢高氏

・区内私立保育施設での臨床心理士の相談支援を強化

（平成30年度から、市立保育所への派遣は、こども青少年局の事業として、

　全市で統一的に展開）

・保育臨床に関する研修や巡回型訪問を実施し、私立保育施設への支援を強化

・保育所への臨床心理士派遣事業（こども青少年局）

臨床心理士を保育所に派遣し、保育所職員に対する保護者

対応や支援のあり方についての相談・助言を行います。

(2) 臨床心理系インターンシップ協働支援事業

・保育所（市立６園、私立２園）に臨床心理士等心理職を目指す大学院生

等（８名）を研修生として５月から１月まで週１回受け入れ、保育臨床

活動を実施

・保育臨床の専門家（※）による事業の監修、研修生の指導

※社会福祉法人真正会 社会福祉研究所 子ども家庭研究室室長　青木紀久代氏 

・【主なスケジュール】事業説明会、団結式（４月）

研修生グループスーパービジョン（年５回）、園長研修会（年３回）、

園長・保育士研修会（年１回）、保育士研修会（年１回）

OBOG会（８月）、臨床心理士による指導（年２回）、

事業報告会（２月）、事業ニュース発行（年３回）

２　　　保育のひろば事業（旭区誕生50周年記念事業） 【840千円】

・区内保育所等が連携して遊びや食育、保育施設の紹介等を行う子育て応援

イベント「あさひ子育て保育園ひろば」を実施（10/30、旭公会堂他） 

　今年度は区誕生50周年を記念して新規にウォーキングイベント等を実施予定

　  また、区内４エリアでミニ保育園ひろば等を実施。

事 業 概 要
　保育所が様々なニーズをもつ保護者を受け止め、支えながら、安心して地域で
子育てができる場となるよう、臨床心理士の配置による相談支援や地域との連
携、区内保育所連携強化に取り組みます。

執 行 計 画

関連する局
事業

Ⅱ－１ 保育所地域子育て支援事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

6,664 千円 7,916 千円 ▲1,252 千円

拡
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※以下の３から６の事業については市立保育所で実施

３　食育推進事業 【908千円】

(1) 手作りの大切さを伝える食育講座

・家庭で子育てをしている保護者を対象に、離乳食や食事、おやつを手作りす

る大切さを伝え、レシピの紹介や試食を行う食育講座を実施

(2) ランチ交流

・園の給食を有料で提供し、食事量や調理方法の工夫等を伝える取組を実施

４　図書の貸し出し 【198千円】

・地域の乳幼児がいる親子を対象に、絵本の貸し出しや家庭での読み聞かせの

大切さや楽しさを伝える取組を実施

５　交流スペースの提供 【396千円】

・園の施設の一部を地域に開放し、親子の交流や情報提供・相談等を行う親子

の居場所づくりを進める

６　みんなのまちの保育園応援隊 【715千円】

・地域の方が保育園でボランティア活動を行い、園児と触れ合い、遊びや

ものづくりの楽しさを伝え、子どもの成長につなげる活動を実施

市立保育所を中心とした保育資源ネットワークを構築し、

保育の質の向上と地域子育て支援の充実を図ります。

民間の保育施設等において地域の親子に向けたイベント

等を実施し、交流を通じた子育て支援を行います。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・臨床心理士配置による養育支援事業　保育士等対象の研修実施　２回
・保育のひろば事業　900人　・交流スペースの提供　1,400人
・食育推進事業　手作りの大切さを伝える食育講座　120人、

ランチ交流（子どもの参加人数）　75人
・みんなのまちの保育園応援隊　登録者数100人

Ⅱ－１ 保育所地域子育て支援事業 こども家庭支援課

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

・市立保育所を活用した保育資源ネットワーク（こども青少年局）

・認定こども園及び保育所地域子育て支援事業（こども青少年局）
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１　子育て支援情報ＰＲ事業【820千円】

・こんにちは赤ちゃん訪問時等に旭区子育てガイドブック「とことこ」を配付

・小中学校入学時に、保護者へ子ども・家庭支援相談のリーフレットを配布

・母子健康手帳交付者に相談窓口案内のマグネット付きクリップを配付

２　乳幼児健診における育児講座(のびのび広場事業)【1,737千円】

・ 乳幼児健診の待ち時間を活用し、食事や歯磨きなど発達に合せた講座

（のびのび広場事業）を実施（４か月、１歳６か月、３歳児健診）

・保護者向けに発達面の成長を促す関わりなど育児に関するリーフレット

「子育てのヒント！」を配布（5,000部）

・乳幼児健康診査事業（こども青少年局）

乳幼児の心身の発達状況を確認し、早期に適切な支援を

行うため、区役所及び医療機関において健診を実施しま

す。

３　　タブレット利用情報提供【744千円】

・お客様のニーズに合った情報を提供するため、窓口や家庭訪問時に

タブレットを活用して、本市がインターネットで提供する最新の子育て

　情報等を参照しながら、きめ細かに案内

４　　旭区誕生50周年記念　こんにちは赤ちゃん訪問記念品事業

・旭区誕生50周年を契機として、赤ちゃんの生まれた 　【625千円】

　家庭をお祝いするため、こんにちは赤ちゃん訪問時にウェルカムあさひ

　ベビークーポン、ズーラシア入場割引券、あさひくんグッズをプレゼント

・こんにちは赤ちゃん訪問事業（こども青少年局）

地域の訪問員が生後４か月までの赤ちゃんのいる全家庭を

訪問し、子育てに関する情報提供などを行い、子育てを

応援します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・子育てガイドブック配付　5,000部
・乳幼児健診における育児講座　80回
・こんにちは赤ちゃん訪問記念品　1,600個

1,048 千円

事 業 概 要
　旭区での出産を祝うとともに、子育ての不安や悩みの解消を図り、地域で安心
して子育てができるよう支援を進めます。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

関連する主
な区配事業

Ⅱ－２ 子育て支援情報提供事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

3,926 千円 2,878 千円

新

新
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１　　妊娠期支援事業【357千円】

(1)    妊娠・出産マイカレンダー（子育て世代包括支援センターモデル事業）

・妊娠～出産、産後がイメージできるよう妊娠・出産マイカレンダーを作成

面接時に配布、妊婦が安心して出産・養育できるよう個別支援を実施

・子育て世代包括支援センターモデル事業(こども青少年局)

平成30年度　旭・港北・金沢開始（平成29年度より3区開始）

母子保健コーディネーター（旭区2名）を配置。妊娠届出時

から4か月までを中心に個別支援を行います。

(2)両親（母親）教室

・父親の積極的な育児参加を図るため、沐浴体験や育児講座等を行う両親教

室を、年４回土曜日に開催

２　地域育児（赤ちゃん）教室【1,027千円】

・第１子の養育者を対象に、地域における仲間づくりの場の提供や子どもとの

関わりなどを学習する教室を開催

３　発達障害児等支援事業【384千円】

・発達障害児や先天性疾患の子どもを持つ養育者と支援者を対象に、子どもの

視点に立った関わり方や親子関係の築き方について講座を開催

４　児童虐待予防事業　【488千円】

(1)　　 親エール事業

・子育てを応援するため、一番悩みの多い幼児期のコミュニケーションや

しつけに関するリーフレットを作成・配布し、子育て世代の支援を実施

(2) 養育支援教室（アンダンテ）

・育児不安を抱える養育者を対象に、リラクゼーションのためのヨガや

グループミ―ティングを行い育児不安の解消を図り、適切な育児ができる

よう支援する教室を実施

(3) ベビーマッサージ教室

・強い育児不安など養育支援が必要な親子を対象に、ベビーマッサージを

通して乳児早期から養育者と児の絆形成を支援する教室を実施

・ファミリーサポートクラス(こども青少年局)

育児不安を抱える保護者等を対象に、カウンセラー等を

交えてグループミーティングを実施し、育児不安の解消

を図り、養育支援を行います。

Ⅱ－３ 子育て・若者支援事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

3,106 千円 2,737 千円 369 千円

事 業 概 要

　地域で楽しく安心して子育てができるよう、妊娠期から乳幼児・若者まで様々
な悩みや不安をしっかりと受け止め、地域で子育て支援者などと連携により、
個々のニーズに沿った支援を進めます。また、困難を抱える若者の社会参加しや
すい環境づくりにも取り組みます。

執 行 計 画

関連する局
事業

関連する主
な区配事業

新

新

新
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５　子育て支援連絡会【204千円】

・区民と関係機関・行政との協働により、安全に安心して子育てができる街づ

くりを目指し、地域の支援者の子育て支援力を高めるための講演会や支援者

の学習会を子育て支援連絡会主催で開催

６　ひとり親家庭相談支援事業【526千円】

・ひとり親世帯を対象に、児童扶養手当現況届及び母子父子寡婦福祉資金貸付

の申請受付時に、子どもの教育など家庭全般についての相談を相談員(社会

福祉職)を配置して実施

・ひとり親サポーターモデル事業（こども青少年局）

平成30年度12月より旭・青葉でモデル事業開始

ひとり親サポートよこはまから派遣されている就労支援員を

「ひとり親サポーター」として区の駐在日を月２日より週２

日へ拡大、ひとり親の自立支援に向けた相談を実施します。

区社会福祉職と連携し、就労相談など離婚前からの総合的な

支援、子育てや生活の安定に向けた支援を強化します。

７　困難を抱える若者支援事業【120千円】

・ひきこもり等の困難を抱える若者の社会参加・就労に向けた支援として、

西部ユースプラザ、地域ケアプラザ等の福祉施設と連携し、地域での

社会体験・就労体験等を実施

区役所において、ひきこもり等の困難を抱える専門相談を

実施（月２回）

・ひきこもり等の若者支援セミナー・相談会

支援につながっていない若者や家族に対する相談のきっかけ

づくりや、地域住民がひきこもり等の若者の理解を深める

ことを目的として、セミナー兼相談会を実施（年１回）

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・両親(母親)教室 ４回　200人
・地域育児教室　　112回　2,900人    ・発達障害児等支援事業　９回　130人
・ベビーマッサージ教室　８回  160人 ・養育支援教室　12回　80人

Ⅱ－３ 子育て・若者支援事業 こども家庭支援課

・ひきこもり等の困難を抱える若者の専門相談

執 行 計 画

関連する局
事業

関連する局
事業

（こども青少年局）

（こども青少年局）
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１　ジュニアボランティア体験事業～民生委員とともに～【1,267千円】

２　要援護高齢者等あんしん見守り事業【715千円】

３　

地域の見守り活動等を行う民生委員・児童委員に対し、

活動費を支給します。

・ひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業

（健康福祉局）

本市が保有する在宅で75歳以上のひとり暮らし高齢者等の情

報を民生委員、地域包括支援センターに提供し、訪問等を通

じて地域の見守り活動等につなげられるよう取り組みます。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ジュニアボランティア参加者数 330人
・関係機関連絡会 ２回
・経験者交流会 各地区１回
・要援護高齢者等あんしん見守り件数 65,000件
・「ゆかいなコンサート」参加者数 450人

事 業 概 要

　ジュニアボランティア体験事業など、民生委員の活動を支援することにより、
地域のつながりづくりを推進します。また、旭区誕生・旭区民生委員児童委員協
議会設立50周年を機に、区民向けに活動内容等の普及啓発を行うとともに、一斉
改選にあわせて民生委員が地域で活動しやすい環境づくりに取り組みます。

執 行 計 画

・旭区民生委員児童委員協議会に補助金を交付、区内小学５、６年生から募集
したジュニアボランティアが、民生委員とともに各種福祉活動、赤い羽根共
同募金活動、地域の行事等に参加

・事業20年目を契機に、旭区全地区のジュニアボランティアを対象とした体験
会の開催によるボランティア活動の一層の充実

【開始時期】平成12年度 【令和元年度参加予定者数】330人
【累計参加予定者数】5,106人

・ジュニアボランティア就任式　8/1、旭公会堂
・体験発表会の開催　12/1、旭公会堂
・参加者全員の体験感想文集の発行（900部、３月）

費用は、旭区社会福祉協議会が負担
・福祉施設等見学
・関係機関連絡会・経験者交流会

・自治会町内会・地区社協等、関係機関による連絡会にて
ジュニアボランティア卒業生の活動を検討

・地区ごとの経験者を対象とした交流会の開催
【参考】市民局区配予算

・パラスポーツ体験会　８月予定、横浜ラポール、全地区を対象に実施

関連する主
な区配事業

・民生委員・児童委員事業（健康福祉局）

Ⅱ－４ 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業 福祉保健課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,909 千円 2,371 千円 538 千円

・地域の要援護高齢者等の見守りについて、民生委員・児童委員と友愛活動
員など地域の福祉保健関係者が連携し、地域全体で見守りを実施

拡　　民生委員活動支援事業【927千円】

・主任児童委員PRイベント（ゆかいなコンサート）
旭区主任児童委員連絡会に補助金を交付、区内未就学児、保護者などが参
加するコンサートの開催（6/7）

・旭区誕生・旭区民生委員児童委員協議会設立50周年を記念した普及啓発区
民の理解を深めるため、50周年を契機に区民まつりやパネル展
(５月8日～５月15日）等で充実した普及啓発を実施

・民生委員活動支援
一斉改選（12月）にあわせて、民生委員向け「活動マニュアル」の刷新や
自治会町内会及び連合町内会へ普及啓発チラシ等を配布
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１　青少年団体等活動補助事業【243千円】

・旭区子ども会育成連絡協議会、旭区ボーイスカウト・ガールスカウト連絡会

に事業補助金を交付

・子ども向けイベントを実施

・安全などに関する研修会を実施

２　こども未来発見事業【350千円】

・小学生を対象に鶴見区の横浜市立横浜

サイエンスフロンティア高等学校・附属

　中学校と連携し、自然科学や理科への興味・

　関心を深める体験イベントとして

　「天文教室」を、１月に実施

Ⅱ－５ 青少年健全育成事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

593 千円 593 千円 0　千円

事 業 概 要
　青少年の健全育成に向けて地域に根ざした青少年健全育成活動を目的とした青
少年団体が行う事業を支援します。また、小学生向けに、科学体験イベントを実
施します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・こども未来発見事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

（平成31年１月19日

「天文教室」の様子)
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　　　読書活動推進事業【300千円】

・旭区読書活動推進目標の改定及び広報

旭区読書活動推進目標（５か年）を改定し、パンフレット等を作成、配布

・読書活動推進講演会又は講座

読書にちなんだ講演会又は講座を実施することで、区民の読書活動に対し

て啓発を行う。

・旭区誕生50周年記念　旭区中学生ビブリオバトル大会

読書の書評合戦を通じ、読書活動の活性化を狙い、区内全中学校

を対象としたビブリオバトル大会を11月30日に実施。

Ⅱ－６ 読書活動推進事業 【新規】 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

300 千円 ― 300 千円

事 業 概 要
　区役所・図書館・学校・読書関連施設が連携し、幅広い世代の区民の読書活動
の推進を図ります。さらに、読書活動団体と協働し、イベント等を実施すること
で読書に親しみ、読書を楽しむ機会を拡大します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・旭区読書活動推進目標の改定
・旭区中学生ビブリオバトル大会への区内全中学校の参加

新

（平成30年11/17

旭区読書目標ワークショップの様子）

（平成30年11/30

中学生ビブリオバトル体験会の様子）
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内　コンテンツ

旭区誕生50周年記念　

　旭ウォーキングムーブメント創生事業【7,584千円】再掲含む

《人づくり》

１　健康生活支援事業【1,638千円】再掲

(1) ウォーキングフレンズ事業【721千円】

・子育て世代の女性や運動習慣のない方に対しウォーキングを推進する

人材育成講座を地域ケアプラザを会場に実施

   （入門編・スキルアップ編　計6回、その後地域で拡散）

《環境づくり》

(2) 健康づくり環境整備【917千円】

・旭区内地域ケアプラザを巡るウォーキングスタンプラリーを実施

・地域ケアプラザに体組成計を設置し、身近な場所での健康チェックを推進

・健康アドバイス等を記載したプレートを公園等に設置し、運動習慣を醸成

２　あさひ魅力発見事業【1,176千円】再掲

(1)あさひ文化観光資源発信事業【866千円】

旭区内の史跡・見所などを回る「新・あさひ散歩」掲載コースを中心に

次の事業を実施

ア 史跡・標柱

平成30年度に整備が完了した標柱を利用してQRコードを設置し、

より詳しい史跡情報、区内見どころを発信

イ ウォーキング事業

・旭区誕生50周年に向けて新コース開拓も併せて実施

（新コースマップを発行）

・毎月１回開催（７月、８月は休み）：年10回実施

(2)旭区グリーンロードの管理等【310千円】

・案内サイン修繕費（書き換え等）

ふるさと尾根道緑道の再整備、今宿東公園の再整備、

白根寺下第二公園の再整備　

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

ふるさと尾根道緑道、今宿東公園等の再整備

（環境創造局予算）

3,338 千円 4,246 千円

4,500 千円 0 千円 4,500 千円

事 業 概 要

　区誕生50周年を機に次の50年を見据え、あらゆる世代に対し、緑豊かな自然な
ど旭区の魅力、財産を生かしたウォーキングムーブメントを創生し、いきいきと
暮らせるよう持続的な取り組みを進めます。事業実施にあたっては、「人づく
り」と、ソフト、ハード両面からの「環境づくり」を総合的に行い、子育て層か
ら高齢者までに働きかけます。

Ⅱ－７ 旭ウォーキングムーブメント創生事業 【新規】 福祉保健課

予 算 額

令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

事業全体 7,584 千円
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３　　ウォーキングコンテンツ整備　　【4,500千円】

　　２つのモデルコースを設定し、ルートや沿線の見どころなどのコース情報や

　区内の公園等の魅力スポットやイベント情報など「歩いてみたくなるまち」の

　情報を、インターネットを活用し発信するとともに、ガイドマップを作成する

　ことで区民へのウォーキングの普及を推進

モデルコース

ア Ａ（Active）コース（鶴ケ峰駅～ふるさと尾根道緑道～里山ガーデン）

イ Ｂ（Burari）コース（二俣川駅～こども自然公園）

《子育て層への働きかけ》

４  子育て支援情報提供事業（子育て支援情報ＰＲ事業）【270千円】再掲

・ 旭区子育てガイドブック「とことこ」

ウォーキングムーブメントのページの配置、乳幼児健診でガイドマップ

の配布等、子育て世代へ情報発信

《高齢者層への働きかけ》

５  高齢者生きがいづくり支援事業（老人クラブ支援事業）再掲

 　「ウォーキング」を取り入れて開催

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・インターネットを活用した情報発信
・ガイドマップによる情報発信
・人材育成講座入門編・講師編・フォローアップ編　計５回実施【再掲】
・ウォーキングスタンプラリーのスタンプ手帳を3,000部配布【再掲】
・ウォーキング事業を実施（年10回）【再掲】
・ウォーキング参加者の増加【再掲】

Ⅱ－７ 旭ウォーキングムーブメント創生事業 【新規】 福祉保健課

執 行 計 画

 　　旭区老人クラブ連合会と共催で実施している講演会等のテーマとして

●

Ｂコース

＝地域ケアプラザ

Ａコース
今宿東公園の再整備

白根寺下第二公園の再整備

健康アドバイス等を記載した

プレートの設置

ふるさと尾根道緑道の再整備見どころ情報、イベント情報

ビューポイント情報の発信

見どころ情報

ビューポイント情報の発信

見どころ情報、イベント情報

ビューポイント情報の発信

新
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１　ウォーキングフレンズ事業【721千円】

・子育て世代の女性や運動習慣のない方に対しウォーキングを推進する

人材育成講座を地域ケアプラザを会場に実施

（入門編4回7/16,23,26,30 スキルアップ編2回8/6,28予定）

２　　 健康づくり環境整備事業【917千円】

・旭区内地域ケアプラザを巡るウォーキングスタンプラリーを実施

・地域ケアプラザに体組成計を設置し、身近な場所での健康チェックを推進

・健康アドバイス等を記載したプレートを公園等に設置し、運動習慣を醸成

３　生活習慣病予防啓発【117千円】

・専門職による健康教育を出前形式で実施

・保健活動推進員による血管年齢測定器等を使用した健康啓発実施

４　健康フェア【30千円】

・区内の保健・衛生・医療に関わる団体が連携し、健康づくりに関する情報

提供や相談活動を区民まつりに合わせて実施

５　親子歯みがき教室【625千円】

・９か月（上２本生え揃った頃）から14か月の乳幼児とその保護者を対象に

虫歯予防の講話、歯みがき実習、保護者のむし歯菌検査を実施

６　8020口腔ケア教室【152千円】

・成人・高齢者を対象に歯周病予防講話、歯みがき実習、舌体操を実施

７　保健活動推進員による禁煙推進・受動喫煙防止活動【228千円】

・幅広く区民に対し、禁煙推進・受動喫煙防止啓発を、保健活動推進員の

地区活動の中で自主的に実施

８　おにぎりあさひくんの人形劇、食育啓発事業【172千円】

・乳幼児期や若年層をはじめ区民全般の朝食摂取を推進するため、

ヘルスメイトによる食育の普及啓発活動を実施

・旭区誕生50周年記念  食育に関する講演会を開催

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・人材育成講座入門編・講師編・フォローアップ　計５回実施
・ウォーキングスタンプラリーのスタンプ手帳を3,000部配布
・禁煙に関する啓発チラシを保健活動推進員と連携し3,000部配布
・生活習慣病予防啓発出前講座20回
・健康フェア参加者数3,800人

301 千円

事 業 概 要
　区民の健康維持増進と健康寿命延伸を目標に、運動習慣推進としてウォーキン
グに重点を置いた事業を展開します。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

　市民の健康づくり推進事業（健康福祉局）

　　乳幼児期から高齢期まで健康の維持増進事業を展開します。

特に子育て世代に禁煙・食育・運動習慣醸成活動を行います。

例）両親教室での受動喫煙防止、体力測定、離乳食教室など

Ⅱ－８ 健康生活支援事業 福祉保健課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,962 千円 2,661 千円

拡
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１　旭区民スポーツ祭事業【2,000千円】

・第40回旭区民スポーツ祭開催のため、実行委員会に事業補助金を交付

・連合地区対抗で11種目を競う旭区独自の総合スポーツ競技大会

・各地区で予選を行い（地区大会）、地区代表チームで区大会を開催

・区内各地で６月～11月の期間で区内の小学生から高齢者までを対象に実施

２　　　体育協会事業【400千円】　

・旭区体育協会（13部により構成）に補助金を

交付し、活動を支援

・各種競技会の企画・運営・実施

・審判・指導者研修会やスポーツ教室を実施

・競技レベル向上による一層のスポーツ推進を図るため各大会への審判派遣を増加

３　　　旭区大なわとび大会事業（旭区誕生50周年関連事業）【488千円】

・第17回旭区大なわとび大会実行委員会に事業補助金を交付

・19地区で９月～12月の期間で予選を行い、２月上旬に19地区代表の

決勝戦を実施

・部門は、低学年の部、高学年の部、混合の部(小・中学生、大人の混合)

の３種類

・旭区誕生50周年関連取組として、決勝戦の合間にでダブルダッチの

パフォーマンスを実施

４　　　旭区駅伝大会事業（旭区誕生50周年記念事業）【440千円】

・ズーラシアを会場とする第50回旭区駅伝競走大会を開催

・旭区誕生50周年関連取組として、例年の駅伝

大会に対し、追加企画を実施

(1)ゲストランナーを招聘し参加者とともに伴走

(2)区間タイム上位者に個人表彰を実施

Ⅱ－９ 区民スポーツ事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

3,396 千円 2,721 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・旭区民スポーツ祭参加者総数　10,500人

675 千円

事 業 概 要

スポーツを通じて、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成及び地域の
連携を促すとともに、人や地域のつながりを密接にし、地域の活性化を図りま
す。各種事業はスポーツ推進委員を中心に、地域や旭区体育協会などの関係団体
と連携して運営される、地域に定着したイベントです。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

・ラグビーワールドカップ2019™に向けた機運醸成
ラグビー元日本代表によるラグビー教室(5/18、25)の実施
ラグビー元日本代表による講演会(6/22)の実施

(「第39回旭区民スポーツ祭」

の様子)

新

(「旭区駅伝競走大会」の様子）

拡

拡
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１　あさひの逸品事業（区政推進課、地域振興課）【940千円】

・「あさひの逸品」のＰＲ

スタンプラリーの実施、区ホームページの活用、紹介冊子の増刷

２　あさひ文化観光資源発信事業（地域振興課）【866千円】

・旭区内の史跡・見所などを回るコースで「新・あさひ散歩」掲載コースを

中心に実施

(1)史跡・標柱

・平成30年度に整備が完了した標柱を利用しウォーキングコンテンツの作成

標柱にQRコードを設置し、QRコードからより詳しい史跡情報、

区内見どころを発信

(2)ウォーキング事業

・旭区誕生50周年に向けて新コース開拓も併せて実施

新コースマップを発行

・毎月１回開催（７月、８月は休み）：年10回実施

３　旭区グリーンロードの管理等（地域振興課）【310千円】

・案内サイン修繕費（書き換え等）

事 業 概 要
　「あさひの逸品」認定商品のPR、文化・観光スポットの整備・発信を行うこと
で、旭区の魅力発見や愛着度向上及び経済活性化を目指します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・あさひの逸品スタンプラリーの実施
・ウォーキング事業を実施（年10回）
・ウォーキング参加者の増加

Ⅱ－１０ あさひ魅力発見事業
区政推進課
地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,116 千円 2,700 千円 ▲584 千円

（矢畑・越し巻きの標柱の様子）（矢畑・越し巻きの標柱の様子）
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１　ホタルの舞う里づくり事業（区政推進課）【345千円】

・区内２地区で、専門家の指導のもとホタルの飼育、学習会、鑑賞会、幼虫の

放流会等を実施

【平成30年度実施】

２　ふるさとの川環境学習（区政推進課）【344千円】

・区内小学校の５年生（５校）を対象に、帷子川と環境をテーマとした

学習会を地域のNPOや企業と協働で実施

【実績】

・帷子川の生き物の水槽展示（区役所１階）

３　温暖化対策推進（区政推進課）【857千円】

・「楽しくお家でエコ！実践講座」等の温暖化対策啓発を実施

・緑のカーテン栽培講座を実施

・区内民間保育園、幼稚園における緑のカーテン用資材の提供

　　【参考】主な温暖化対策取組実績

・公用車にFCV（燃料電池自動車）を導入

・相鉄ロックオンミュージック2018や '18横浜旭ジャズまつりで

FCV（燃料電池自動車）を照明等への電源供給として使用

・太陽光パネルの設置

鶴ケ峰地域ケアプラザ、笹野台地域ケアプラザ、旧若葉台西中学校等

Ⅱ－１１ 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業
区政推進課
地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

4,123 千円 1,472 千円 2,651 千円

事 業 概 要
　水と緑に恵まれた旭区の特性を生かした取組や温暖化対策等を進める地域活動
を支援し、また、学校と連携した活動を行うことにより、魅力あるまちづくりを
推進し、「ふるさと旭」への愛着を深めます。

執 行 計 画

実施地区 実施主体 開始時期 ホタルの種類 飛翔の有無

若葉台 若葉台ほたるの会、星槎中高等学校 平成17年 ヘイケ 有

鶴ケ峰/白根 親水緑道ほたるの会、不動丸小学校 平成17年 ゲンジ、ヘイケ 有

平成30年度

実施校数 5 7 7 6 6 5

実施年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

約400人

関連する主
な区配事業

・市立保育園・小中学校での緑の創出・育成事業（環境創造局）

区内市立小・中学校に緑のカーテン用資材を提供

・公共施設・公有地での緑の創出・育成事業（環境創造局）

旭区総合庁舎へ緑のカーテンを設置

対象人数 約450人 約470人 約600人 約480人 約430人
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４　　花いっぱい事業（地域振興課）【2,577千円】

・自治会町内会等に対し、年２回花苗を配付

配付した花苗を活用し、意欲的に地域課題の解決に取り組んでいる自治

会町内会に対する表彰を新設し、記念品を授与するとともに、次回配付

する花苗の上限を増やします。

・区役所・空閑地や公園等の緑化を推進

・花のボランティア養成事業

区内各所の花壇の手入れをしている花のボランティアを対象に、花苗

植栽・維持管理のための講習会を開催

自治会町内会等への花苗配布の様子 区役所花壇の手入れの様子

Ⅱ－１１ 水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業
区政推進課
地域振興課

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ホタルの自生を目指す地区　２か所
・帷子川環境学習を実施　５校
・「楽しくお家でエコ！実践講座」の実施　12回
・緑のカーテン栽培講座実施　１回
・緑のカーテン資材提供　民間保育園・幼稚園・認定こども園　28園

拡
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１　街の美化清掃【157千円】

・街の美化推進功労者表彰

あさひ安全・安心フェアにおいて、町の美化活動に寄与した個人・団体を表彰

・美化推進重点地区（鶴ヶ峰、二俣川駅周辺）の歩道を各月１回

地元町内会、商店街と区役所職員が協働で清掃を実施

・ポイ捨て禁止啓発

美化推進重点地区（鶴ヶ峰、二俣川駅周辺）において、美化推進員による

啓発及び簡易清掃を実施

２　不法投棄防止対策事業【244千円】

・夜間（21:00～5:00）に不法投棄されないよう、不法投棄多発箇所に、

委託業者によりパトロールを実施（１月～２月実施予定）

・不法投棄警報装置維持・管理

警報装置により、夜間の不法投棄者に対して警告を実施

３　土壌混合法普及啓発事業【74千円】

・区役所・公共施設・イベント等で土壌混合法講習会を開催するほか、要

望に応じて出張講習会も開催

４　喫煙禁止エリア事業【224千円】

・二俣川駅周辺の喫煙禁止地区指定について引き続き啓発活動を実施

・ヨコハマ3R夢広報事業（資源循環局）

3R夢啓発の広報活動及び啓発物品の配布を実施します。

・落書き防止事業（市民局）

落書き対策のため、消去用物品の貸出を実施します。

花いっぱい事業【2,577千円】

（水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業へ計上）

Ⅱ－１２ 街の美化運動事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

699 千円 3,468 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地域と協働した清掃活動の実施　22回

▲2,769 千円

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動やポイ捨て禁止啓発、不法投棄
防止対策を実施し、また、地域緑化を進めることによって、清潔できれいな街づ
くりを推進します。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

【再掲】
関連事業
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１　地場野菜直売イベント【72千円】

２　地場野菜の収穫体験イベント【82千円】

(12/8旭ふれあい収穫祭の様子)

３　農業体験事業【568千円】

地産地消を推進するため、地域の情報発信及びＰＲ活動の

経費を配付します。

Ⅱ－１３ 旭区の「農」の魅力ＰＲ事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

722 千円 750 千円

・身近に感じる地産地消の推進事業（環境創造局）

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地場野菜直売イベントの開催　毎月１回
・地場野菜の収穫体験　実施後アンケートによる満足度80％以上
・農業体験事業実施後アンケートによる満足度80%以上

▲28 千円

事 業 概 要
　区庁舎での地場野菜販売、地場野菜の収穫体験イベント、土づくりから栽培・
収穫まで一通り体験ができる農業体験事業や、広報よこはまでの直売所のＰＲを
通じて、区内農業を区民に広く周知し、地産地消を推進します。

執 行 計 画

・毎月第４木曜日に区役所１階にて、旭区で採れた新鮮な野菜を販売する
「あさひの朝市」を実施

・親子で手軽に旭区の農業に触れ、農業を身近に
感じる機会を提供するため、都岡めぐみの里の
圃場において年に２回(６月・12月)「旭ふれあ
い収穫祭～」を実施

・農業に詳しい方が先生となり、野菜作りの初心
者を対象に、畑の土づくり・種のまき方・肥料
のやり方など年間を通して本格的な野菜づくり
を体験できる事業を市の土地を利用して実施

・体験者数12組を予定

・広報よこはまで募集、４月～８月に夏野菜・
９月～12月に冬野菜の栽培を体験 （市の土地を利用した畑の様子）

関連する主
な区配事業
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１　文化芸術活動支援事業【2,022千円】

・公募への応募に対し、審査し決定した事業へ補助金交付、広報支援等を実施

・「若い世代の参加」や「地域社会への貢献」等の有無を重点審査項目として

設定し、多くの世代の方が文化芸術イベントに参加できるようにする。

２　　

・実行委員会議へ参加し、企画・運営支援、補助金交付等を実施

・第30回　7/28実施（平成30年度来場者約1,600人、出演者等約600人）

・旭区誕生50周年関連取組として区民公募によるビッグバンド編成・演奏

及びファミリー層の参加者拡充のための企画を実施予定

３　旭区文化振興会事業【1,770千円】

・令和元年度で40回目を迎える旭区民文化祭を実施（13事業予定）

市民活動支援センター事業【573千円】

・市民活動・生涯学習に係る相談や機材の貸出し、研修室等の提供

・市民活動団体の活動を発展させるため、研修等自主事業の実施

・令和元年度自主事業

①生涯学習に関する（人材発掘・育成）事業

②施設間連携に関する事業

③登録団体支援に関する事業

④人材バンク支援に関する事業

0　千円

事 業 概 要
　旭区民に身近な文化芸術環境の提供と心豊かな区民生活の実現を図るため、文
化芸術活動支援事業、横浜旭ジャズまつり支援事業及び旭区文化振興会事業を実
施します。

執 行 計 画

Ⅱ－１４ 文化芸術による心の豊かさ推進事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

6,522 千円 6,042 千円 480 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・アンケート等による各自主事業参加者満足度80％以上

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・文化事業総来場者数　22,200人

事 業 概 要
　区民の自主的な市民活動・生涯学習活動を支援するため、旭区市民活動支援セ
ンター「みなくる」は、地域に根ざした運営を目指し、区民の様々な要望に応え
ながら、活動の拠点としての役割を果たしていきます。

執 行 計 画

Ⅱ－１５ 「みなくる」自主事業活動費 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

573 千円 573 千円

拡 横浜旭ジャズまつり支援事業（旭区誕生50周年記念事業）

【2,730千円】
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Ⅲ　SDGs未来都市郊外部モデル創造

　　SDGｓ若葉台フロント事業【1,500千円】

 【実施内容】

・大学や企業の実証実験の誘致に関する調査検討

・地域の課題や強みなどの実態調査

・大学や企業の実証実験の誘致

・公民連携の取組の持続可能な仕組みづくり

【現状・課題】

・相鉄・ＪＲ直通線の開業を迎える中で、すべての駅のポテンシャルを高めて

いくことが必要(11/30)

・二俣川駅や南万騎が原駅では駅周辺の再整備が進捗し、鶴ヶ峰駅では連続

立体交差事業に合わせた北口周辺のまちづくりを計画中

・希望ヶ丘駅周辺では、具体的な再整備の動きがない状況

【基礎調査の実施イメージ】

【令和２年度以降の進め方】

基礎調査を基に、地域の意見を取り入れるとともに、関係局や鉄道事業者等と

連携を図りながらまちづくりの方向性を具体化

事 業 概 要
  令和元年度に相鉄・ＪＲ直通線の開業を迎える中で、駅周辺のポテンシャルを
高めつつ、地域課題を解決するため、希望ヶ丘駅周辺をモデルとして設定し、ま
ちづくりの検討を行います。

執 行 計 画

　　基礎調査委託【2,500千円】

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地域住民や関係者と希望ヶ丘駅周辺の課題やまちづくりの目標を共有
・まちづくりの計画策定など方向性の具体化に向けた調整（令和2年度～）

　平成30年度に立ち上げた公民連携のまちづくりに関する総合窓口『SDGs若葉台
フロント』により、企業や大学の実証実験等のあらたな取組を誘致します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,500 千円 ― 2,500 千円

Ⅲ－２
都心直通化を契機とした駅周辺のまちづくりに関
する基礎調査

【新規】 区政推進課

事 業 概 要

Ⅲ－１ SDGｓ若葉台フロント事業 【新規】 区政推進課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

1,500 千円 ― 1,500 千円

新

新

①二俣川、鶴ヶ峰、南万騎が原、希望ヶ丘の各駅周辺の現状分析（土地利

用、道路交通、生活環境等） →希望ヶ丘駅周辺をモデル地区に設定

②ヒアリングや現地調査等を通じて、地域資源や課題の抽出及び分類

③まちづくりの目標設定（区案）、課題解決に向けた取組メニューの検討 

希望ヶ丘駅周辺を対象に、まずは地域

資源や課題等を関係者と議論するための

基礎的な検討が必要
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Ⅳ　安全で安心して暮らせるまち

１　防災訓練事業（総務課）【380千円】

・地区連合が主催し実施する防災訓練への支援（謝金）

実施時期：６月～11月頃

区内19の地区連合に各20,000円（訓練実施確認後）

２　　　防災活動事業（総務課）【5,326千円】

３　

４　あさひ安全安心かわら版事業（総務課）【0千円】

・防災・防犯（犯罪・認知症高齢者の徘徊）にかかる情報をＥメール配信

登録者：5,382人(平成31年４月末日現在)

実施期間：通年（原則週１回配信）

５　災害ボランティア連絡会補助事業（総務課）【150千円】

・災害ボランティア連絡会の活動資金に対する補助金の交付

活動内容：災害時ボランティア受入れ能力向上のため人材育成研修開催等

補助金交付時期：６月頃

６　帷子川未改修区間カメラ管理事業（総務課）【810千円】

・ 河川改修未実施の帷子川流域設置のWEB監視カメラ（１か所）の維持管理

設置個所：帷子川・大栗橋付近

・地域防災力向上事業（総務局）

地域防災力向上のため、区地域防災拠点運営委員会連絡協議

会に対する防災訓練等の経費補助や、町の防災組織に対する

自主防災活動の経費補助を行います。

Ⅳ－１ 災害に強い区づくり事業
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

10,131 千円 5,981 千円 4,150 千円

事 業 概 要
　地域防災関係諸団体の自主防災力の向上及び区役所の災害対応力の向上を目的
に、防災活動団体への各種支援、区が独自に発信する情報受伝達の円滑、迅速な
体制維持及び区民の防災意識の向上を図ります。

執 行 計 画

【参考】横浜市総合防災訓練（よこはま動物園ズーラシア）（９月）

【参考】洪水ハザードマップを広報よこはまへ掲載（６月）

関連する主
な区配事業

・区の「災害に強い人・地域」をつくる取組

区民の自助・共助を啓発する取組、町の防災組織や学校など

が行う防災・減災行動を支援する取組に対し予算配付します。

に対する予算配付（総務局）

拡

・地域防災拠点の不良資機材の修繕、区役所備蓄物品等の購入

区庁舎用ＡＥＤのリース、緊急地震速報機器のリース等

地域防災拠点にポータブル型太陽光パネル及び蓄電器を配置

拡　　防災講演会（総務課）【649千円】

・区民を対象とした防災意識向上及び最新防災情報の提供

実施時期：12／６、実施場所：旭公会堂
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７　 災害時医療事業（福祉保健課）【473千円】

・医療救護隊巡回診療用資器材の整備

・区内医療関係団体、災害拠点病院、その他関係機関等による連絡会議の開催

及び訓練の実施

８　　　福祉避難所開設・運営支援事業（高齢・障害支援課）【2,343千円】

高齢者や障害者等の自力避難が困難な方々(災害時要援護者)

の安否確認や避難支援等が円滑に行われるよう、日頃から

の地域の自主的な支え合いの取組を支援します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地区連合、地域防災拠点防災訓練の実施　56回
・あさひ安全安心かわら版の送付 65回
・災害時医療のぼり旗掲出訓練の実施 １回
・福祉避難所連絡会の開催 ２回

Ⅳ－１ 災害に強い区づくり事業
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

執 行 計 画

・福祉避難所連絡会(6/28、1～2月)、訓練（9/12、10～11月）、研修等の開催

・福祉避難所に関する区民向け広報チラシの配布

・エアベッドを備蓄物資として、全施設に順次、受入人数分を確保

関連する主
な区配事業

・災害時要援護者支援事業（健康福祉局）

【担当：高齢・障害支援課、福祉保健課】

拡拡
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１　安全安心啓発事業【161千円】

・あさひ安全安心フェアの実施（9/28　旭公会堂）

・地域防犯活動支援事業（市民局）

地域の防犯活動に対する支援を行うため、啓発用の物品

の製作・配布を行います。

２　　　地域防犯推進事業【1,480千円】

・旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金の交付（６月まで募集）

（防犯活動費に対し１／２補助　上限あり）

連合自治会町内会（上限）50,000円

自治会町内会　　（上限）20,000円

・防犯灯維持管理事業（市民局）

自治会町内会所有の防犯灯維持管理のため、維持管理に

かかる費用を補助します。

３　こども安全安心事業【893千円】

・こども110番の家・車事業（110番の家実行委員会への補助金を交付）

・区内小学校の新入生に防犯ブザーを配布（約2,200個）

Ⅳ－２ 地域安全安心普及推進事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,534 千円 2,434 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付団体
連合・単会あわせて55団体以上／256団体

・子ども110番の家　1,600軒以上、車1,200台以上

100 千円

事 業 概 要

　防犯・防災・交通安全が一体となった安全・安心意識啓発事業を行うととも
に、自主防犯活動団体への支援を行い、「自らのまちは自ら守る」意識を高め、
安全で安心なまちづくりを推進する地域防犯推進事業を行います。また、子ども
たちの安全確保のため、区内各所に子ども110番の家・車を指定し、新小学１年
生への防犯ブザー配布により、犯罪予防に活用するこども安全安心事業を行いま
す。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

関連する主
な区配事業

(功労者表彰 防災・防犯・交通安全・美化）

暴力追放

キャンペーンの様子

拡

(交通安全ポスター表彰）
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１　高齢者交通安全対策事業【121千円】

・旭区交通安全シルバーリーダー連絡協議会代表者会議開催(年４回)

・旭区全体研修会開催(４月24日)

・交通安全キャンペーンへの参加

・シルバーリーダー養成研修会の実施（11月頃）

・交通安全教室の実施（11月頃）

２　　 スクールゾーン対策事業【3,988千円】

・対策協議会への助成

・対策協議会で要望が出された項目への対応

　路面表示の新設、更新

  注意を喚起する標識（蛍光幕）の更新

・旭区内小学校の新入学児童へランドセルカバー配布

・交通安全教室の充実（物品の管理）

３　違法駐車追放等対策事業【395千円】

・違法駐車追放等地区協議会への助成

・自転車マナーアップ事業（道路局）

駅周辺に自転車等放置防止監視員を配置し、駐輪場への誘

導、安全等適正利用への指導啓発を行います。

・スケアードストレイト（道路局）

区内の中学校でプロのスタントマンが実際に起きた交通事

故の模様などを再現して事故の怖さを実感する交通安全

教室を実施します。

関連する主
な区配事業

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・交通弱者（高齢者・子ども）に重点を置いた人身事故件数の減
・道路交通法改正の趣旨の周知による交通安全思想の普及

Ⅳ－３ 交通安全対策事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

4,504 千円 3,567 千円 937 千円

事 業 概 要
　旭区内の交通安全意識の向上と交通事故防止を図るため、高齢者交通安全対
策、スクールゾーン対策及び違法駐車追放対策を実施します。

執 行 計 画

(旭区全体研修会の様子） (春の交通安全運動の様子）

拡

(ランドセルカバー）
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１　　第４期地域福祉保健計画策定事業・地域福祉保健推進会

議【3,883千円】

・第４期区計画（区全域計画）の骨子案作成（～３月）、及び作成に伴う

コンサルティング業務委託の実施

・地域福祉保健推進会議の開催（6/26、１月予定）

・福祉保健関係団体代表者や学識経験者からなる策定検討部会の開催

（年４回程度予定）

２　　地域福祉保健計画推進・普及啓発事業【779千円】

・きらっとあさひ地区連絡会（９月予定）、地区別支援チーム研修

（新任研修：5/23、24　全員研修：10/29～31）の実施

・地区活動者向け研修会の開催（7/19）

・地域福祉保健計画の広報周知の強化

３　きらっとあさひ福祉大会（2/8）【377千円】

・地域福祉保健計画推進の取組内容の紹介や、地域福祉保健活動の啓発

・社会福祉功労者（団体）への顕彰

事 業 概 要

　「地域で支え合い健康でしあわせな生活を送れるまち旭区」を目指し、区民・
事業者・行政・社会福祉協議会・地域ケアプラザ等が協働し、第３期旭区地域福
祉保健計画（計画期間：平成28年度～令和２年度）の推進に取り組みます。ま
た、令和３年度から運用を開始する第４期計画の策定を進めます。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・第４期区計画（区全域計画）の骨子案作成
・第３期区計画及び地区別計画の推進（区計画:１計画、地区別計画:19計画）
・きらっとあさひ福祉大会　１回　350人

Ⅳ－４ 地域福祉保健計画事業 福祉保健課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

5,039 千円 1,139 千円 3,900 千円

新

拡
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１　　地域活動の推進【424千円】

・認知症をみんなで支える地域支援連絡会の開催（7/4）

テーマ：認知症の啓発、認知症高齢者の支援、介護者支援

構成員：警察、民生委員、社会福祉協議会、医師会、歯科医師会、

薬剤師会、ケアマネジャー、地域ケアプラザ、認知症の家族会、

医療機関、徘徊SOSネットワークシステム協賛店、発見協力機関等

・徘徊SOSネットワークシステムの充実

認知症により徘徊されている方をできるだけ早く発見するため、地域ケア

プラザと協力して発見協力機関、協賛店への登録を勧奨

・介護者等への支援の推進

介護者が交流し情報交換や不安解消を図るための介護者のつどいやサロン、

認知症の方が交流できる認知症カフェなどの情報をまとめて周知

２　啓発活動の展開【513千円】

・旭区医師会と旭区役所が考えた勉強会（9/26）

テーマ：高齢化が進む中で、高齢者が安心して生活できるために、医師

会と区役所で区民の方へ認知症の正しい理解の啓発を実施

対　象：区民

・世界アルツハイマーデー（9/21）にちなんだ啓発活動

認知症に係わる啓発イベントの開催、バス広告の掲出

・認知症支援事業（健康福祉局）

専門医により、簡易診断や家族指導、高齢者保健福祉相談

（もの忘れ相談）を実施します。

・地域で支える介護者支援事業（健康福祉局）

認知症への理解を促進する普及啓発事業を実施します。

・地域づくり型介護予防事業（健康福祉局）

元気づくりステーション事業、地域リハビリテーション活動

支援等を実施します。

Ⅳ－５ 認知症をみんなでささえるまちづくり事業 高齢・障害支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

937 千円 733 千円 204 千円

　高齢化が進む中で、高齢者が認知症になっても安心して暮らせる地域づくり
を推進します。
　区民に認知症についての正しい理解を深めていただくための普及活動を展開
します。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地域支援連絡会　年１回開催（100人参加）
・旭区医師会と旭区役所が考えた勉強会　年１回開催（200人参加）

事 業 概 要

拡
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１　　　老人クラブ支援事業【435千円】

・旭区老人クラブ連合会と共催で各種研修会・講演会等の事業を実施

・「かがやきクラブ旭」の愛称ＰＲと会員数増の取組を推進

・旭区老人クラブ連合会と旭区の誕生50周年を同時に祝うとともに、

多世代交流など、老人クラブの未来を見据えたイベントの開催

・令和元年度共催事業　９回実施予定

【事業スケジュール（予定）】

２　友愛活動員支援事業【52千円】

・研修会等の開催により、友愛活動員の友愛活動を支援

Ⅳ－６ 高齢者生きがいづくり支援事業 高齢・障害支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

487 千円 245 千円 242 千円

事 業 概 要
　高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいを見出した活動ができるよう、老
人クラブ・友愛活動への支援を行うことにより、地域高齢者福祉の推進を図りま
す。

執 行 計 画

6/12 健康を進める運動講演会

6/19 輪投げ大会

7/30 友愛活動員研修会

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・共催事業開催数　９回
・老人クラブ新規加入者数　900人

10/24 囲碁・将棋大会

11/9～10 50周年記念イベント

12月 単位クラブ役員研修会

１月 会長研修会

２月
ことぶき大学

趣味の作品展

拡
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１　　　関係機関連携強化・社会参加支援事業【435千円】

・旭区地域自立支援協議会と連携し、区内の障害事業所等の活動内容を紹介

する旭区障がいサポートガイド「みんなで暮らそう　旭区」を改訂

・旭区ふれあいスポーツ大会を開催

（旭区ふれあいスポーツ協議会へ補助金交付）

精神障害者の所属する事業所や団体を対象としたスポーツ大会

卓球　5/27

・精神科嘱託医派遣【新規】

地域ケアプラザと連携して、地域に精神科嘱託医を派遣し、精神障害のある

方の個別相談や支援者向けの事例検討会等に参加し、適切な助言指導等を実

施(年6回予定：5/22､7/24､9/25､11/27､1/22､3/25） 

２　普及啓発事業【591千円】

・旭区精神保健福祉セミナーを開催（２月予定）

精神障害当事者の体験発表と有識者による講演会の２部構成

主催：旭区役所、共に歩む市民の会

・地域精神保健福祉講座（年２回予定）

精神障害について地域の関係者や支援者向けの普及啓発を実施

・障害者施設健康増進出前講座（年５回予定）

障害者施設で、通所している障害者や施設職員を対象に、栄養、口腔衛生に

ついてなど、健康増進のための講座を実施

・障害者施策の推進（健康福祉局）

各区で地域・区民を対象に「障害者に対する理解を深める」

研修・啓発を実施します。

・精神保健福祉対策事業（健康福祉局）

精神障害者向けの生活教室や個別相談等を実施します。

Ⅳ－７ 障害者ネットワーク推進事業 高齢・障害支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

1,026 千円 948 千円 78 千円

　精神障害のある方が、地域で安心して暮らせるように、関係機関との連携強化
や社会参加支援への取組を行うとともに、地域に精神科嘱託医を派遣して、個別
相談や支援者への助言指導等を行います。また、障害に対する理解を深める普及
啓発の取組として、セミナーや支援者向けの研修を行います。

執 行 計 画

関連する主
な区配事業

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・精神保健福祉セミナーの来場者数　　300人
・地域精神保健福祉講座　２回実施（計60人参加）
・障害者施設健康増進出前講座 ５施設で実施

事 業 概 要

拡
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ＤＶ対策事業【892千円】

・離婚や親権、財産など法律的問題の解決に向け、女性弁護士による法律

相談を実施（月１回、年12回）

・ＤＶによる心的外傷ストレス（ＰＴＳＤ）等の心理的ケアのため、臨床

心理士による個別カウンセリングを実施（月１回、年12回）

１　ハチ駆除サポート事業【205千円】

・ボランティア連絡会等の実施（６月～）

・高齢者等へのハチ駆除支援（通年）

２　食の安全安心サポート事業【260千円】

地域で活動する食事提供ボランティア対象（２回）

自治会夏祭り等イベントの調理従事者対象（３回）

３　災害時ペット対策等啓発事業【150千円】

・ペットの飼い主へのマナー向上の啓発（通年）

Ⅳ－８ ＤＶ対策事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

892 千円 916 千円 ▲24 千円

事 業 概 要
　女性弁護士によるＤＶ法律相談を月１回実施し、離婚や親権など法律的問題の
解決を図ります。また、臨床心理士による個別カウンセリングを月１回実施し、
心理的ケアを行うことで、ＤＶ被害女性の尊厳の回復や精神的自立に繋げます。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ＤＶ被害者に対し、法律的解決や心理的ケアなどの相談を行い、関係機関と
連携して自立につなげる

Ⅳ－９ 安全で安心な食と生活環境支援事業 生活衛生課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

615 千円 615 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ボランティア連絡会等（３回）
・食事提供ボランティア向け衛生講習会（２回）
・自治会夏祭り等イベントの調理従事者対象衛生講習会（３回）
・地域防災拠点における災害時ペット同行避難訓練（５拠点）

0 千円

事 業 概 要

　安全で安心な食と生活環境づくりのため、ハチ駆除ボランティアによる高齢者
等世帯への支援や食事提供ボランティア等への食中毒予防啓発を行います。
　また、災害時に備えたペット同行避難訓練の支援やペットの飼い主へのしつ
け、マナー向上の啓発を行います。

執 行 計 画

・食中毒予防のための衛生講習会実施（６月～）

・一般区民向けに食中毒予防と手洗いの重要性を啓発（通年）

・啓発DVDや災害時ペット対策展示物を活用したペット同行避難訓練の支援
（５拠点）（通年）

・狂犬病予防注射集合会場での啓発チラシの配布（４月）
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Ⅳ－１０
旭区生活困窮者自立支援
若年層向け広報啓発事業

【新規】 生活支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

506 千円 ― 506 千円

事 業 概 要

　生活困窮者自立支援法の施行を受け、旭区では平成27年4月から、生活支援課
において生活困窮者に対する支援を行ってきました。失業や税金・保険料の滞
納、ひきこもりや高校進学などのご相談に対して、就労支援や家計改善支援、学
習支援などを組み合わせた支援プランを作成し、ご相談者に寄り添った自立相談
支援を行っています。
　旭区では高齢者の相談が多く、高齢世帯の家計を改善するお手伝いや、高齢者
の就労支援を行い、成果を出してきました。いっぽう、若年層の相談数は伸び悩
み、本市の平均を下回っている状況です。
　若年層の支援は、生活困窮に陥るリスクを下げる意味でも効果的であることか
ら、若年層の生活困窮リスクに対処し、若年層の相談が増えることを目標に、講
演会の開催やリーフレットの作成、配布を行います。

執 行 計 画

１　　生活困窮リスクに備える講演会【210千円】

(1)目的：若年層を主なターゲットに、進学や就職、結婚などライフイベ
ヱトに対応した生活困窮リスクへの対処方法を中心に企画

(2)日程：８月31日（土）開催

(3)会場：旭公会堂

(4)講師：ひきこもり経験があるお笑い芸人、社会福祉、特に生活保護、
生活困窮を専門とする学識経験者（大学教授）を予定

（5）周知：若年層の利用頻度が高い子育て支援拠点や教育機関、地域ケア
プラザなどにチラシを置く。SNSの活用も検討する。

２　　生活困窮予防啓発リーフレットの作成【296千円】

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・講演会　年１回開催　参加者400人
・予防啓発リーフレット配布　3,000冊
・若年層の相談数、前年度比10％増

（1）目的：ライフイベントに伴う生活困窮リスクへの事前の備えや対処
方法をわかりやすくまとめたリーフレットを作成、配布し、
危機管理意識を高めるとともに、相談機関へのアクセスを促す。

（2）作成部数：3,000部（Ａ４　12ページ　フルカラー）

（3）配布先：講演会（令和元年８月31日（土）開催予定　前述）

区内関係機関（区社会福祉協議会、地域ケアプラザ、医療機
関、教育機関（小～高校）、幼稚園、保育園、子育て支援拠
点、自治会・町内会、鉄道駅PRボックスなど）

新

新
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Ⅴ　着実な区政運営

１　ＣＳ向上事業【500千円】

(1)人権啓発研修

・人権啓発指導者研修（責任職対象）、職員人権啓発研修（職員対象）

・人権啓発講演会（区民及び職員対象）

(2)応対スキルアップ研修

・異動職員等を主な対象とし、挨拶や話し方といった外部講師による

基礎的な応対マナーの向上を図る研修を実施（下の写真左側）

・希望する全職員を対象とし、職員の応対力向上のためクレーム対応

研修等の職員の応対レベルに合わせた多様な研修を実施（下の写真右側）

２　ＥＳ向上事業【200千円】

・庁内の公募・推薦により集まった職員で構成する旭区改革推進委員会が、

複数のプロジェクトに分かれて事業を実施

・委員会の活動により、職員同士が課を越えて知識や親睦を深め、

業務の円滑化につなげるとともに、執務環境や業務効率の向上を目指す

【参考】平成31年度取組テーマ

(1) 旭区誕生50周年を盛り上げよう

(2) チーム”あさひ”の力を高めよう

(3) 気持ちのよい職場にしよう

・基礎的な応対マナー研修（異動者対象）の開催、対象者の９割以上の参加

・改革推進委員会の事業により、「よい影響があった」及び「ややよい影響が

あった」と感じる職員の割合が８割以上

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

100 千円

事 業 概 要

　お客様満足度（ＣＳ）及び職員満足度（ＥＳ）を向上させることを目的に、職
員を対象とした人権啓発研修及び応対マナー研修を開催します。また、現場意見
を生かした職場環境及び事務改善の取組を、公募・推薦で集まった庁内横断プロ
ジェクトメンバーにより実施します。

執 行 計 画

700 千円 600 千円

Ⅴ－１ チーム旭で進める満足度向上事業 総務課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

(基礎的な応対マナー向

上を図る研修の様子)
(クレーム対応研修の様子)
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一時託児サービス事業【917千円】

（１）開室時期

・毎日開室…４月、８月、11月、２月、３月

・乳幼児健診実施日のみ開室…５月、６月、７月、９月、

10月、12月、１月

（２）開室時間

・午前開室日：８時45分～12時15分

・午後開室日：12時15分～15時45分

・１日開室日：８時45分～15時45分

※こども青少年局からの区配予算を加えて実施

・来庁者の要望や旭区改革推進委員会からの提言などを受け、早急に取り組む

べき課題に関して迅速に対応

【実施内容】

　区民ニーズに応える庁舎の修繕及び環境改善

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・一時託児利用者数 800人以上

0 千円

事 業 概 要
　区役所に来庁する乳幼児を伴った区民が、安心して乳幼児健診や行政相談、各
種手続きが行えるよう、保育協力者による乳幼児一時預かりを、旭区役所庁舎内
の託児室「ぱおぱおるーむ」において実施します。

執 行 計 画

（一時託児の様子） （保育ボランティア手作りのおもちゃ）

Ⅴ－２ 一時託児サービス事業 総務課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

917 千円 917 千円

Ⅴ－３ 区民に身近で信頼される区役所事業 総務課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

7,972 千円 9,396 千円 ▲1,424 千円

事 業 概 要
　旭区総合庁舎は竣工してから約50年が経過し、施設の老朽化により、施設・設
備の利便性や快適性に課題が生じています。そこで、庁舎に関するお客様等の要
望を受け止め、庁舎環境の改善やお客様サービスの向上を図ります。

執 行 計 画

区民ニーズ迅速対応事業【7,972千円】

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区庁舎の施設・設備改修による来庁者や職員の満足度の向上
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１　区運営方針の広報等【775千円】

・運営方針・主要事業について、広報あさひ区版や区ホームページへの

掲載、地域での説明等による周知・広報

２　まちづくり調整（総合行政の推進）【1,425千円】

・公共施設の整備や地域交通の課題解決に向けた取組など、各施策・

事業の関係局や地元との連絡調整

１　Web広報事業【240千円】

・広報よこはま旭区ＷＥＢ版、旭区役所FaceBookで市・区等の行政情報を掲載

２　旭区生活ガイド発行事業【1,872千円】

・主に転入区民向けに旭区での新生活に活用してもらうため「旭区

便利帖 さんさんガイド」を２年分  20,000部作成（隔年発行）

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区役所、二俣川行政サービスコーナー、区内地区センターで20,000部配布

Ⅴ－５ 旭区広報事業 区政推進課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,112 千円 1,849 千円 263 千円

事 業 概 要
　区が取り組んでいく事業等について、運営方針・主要事業としてまとめ、区民
の皆様へ情報提供を行います。また、各施策・事業を円滑に進めるため、関係機
関との調整を行います。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・広報あさひ区版６月号において、運営方針等を掲載　約100,000部発行
・区ホームページに運営方針及び主要事業紹介を掲載　５月23日
・タウンミーティング等で運営方針・主要事業を説明　19地区連合

Ⅴ－４ 区政運営推進費 区政推進課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,200 千円 2,982 千円 ▲782 千円
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１　地域活動のつどい【180千円】

・自治会町内会役員（５年以上・会長除く）を対象に功労者を決定

・各連合自治会町内会長より推薦され対象となった方へ感謝状と記念品を贈呈

・毎年12月の区連会開催日に表彰式を実施

２　自治会町内会長感謝会【1,126千円】

・10年以上の会長は、市長表彰

・年度末の市長表彰式後に実施

３ 　   自治会町内会への依頼物品配送【2,105千円】

・毎月開催される区連会で承認を受けた会議資料等を各自治会町内会に配送

４　　　加入促進のＰＲ【400千円】

自治会町内会が行う公益的な事務・事業に要する経費の

一部を補助します。

自治会・町内会館の整備に関する費用の一部を補助

します。

Ⅴ－６ 自治会町内会活動支援事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

3,811 千円 3,241 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・自治会町内会活動の活性化
・自治会町内会との円滑な連携関係の形成

570 千円

事 業 概 要

　一定の地域に住む住民によって組織され、住民相互の親睦や地域の諸課題を一
緒に解決し、明るく住みやすい街づくりを目指す自主的民主的な任意団体である
自治会町内会との円滑な連携関係の構築を図るとともに、自治会町内会活動のPR
等を通じた活動の活性化や自治会町内会への加入促進を図ります。

執 行 計 画

・自治会町内会長（５年以上）を対象に永年
在職者を表彰

・転入者へ配布するパンフレットをリニューアルし、自治会町内会への加入
を促進

関連する主
な区配事業

・地域活動推進費（市民局）

・自治会町内会館整備費補助事業（市民局）

(31年３月６日

自治会町内会会長感謝会の様子)

(平成29年度に作成した啓発物品)

拡

拡
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１　　　広報事業【600千円】

・区役所で月１回開催している「あさひの朝市」に区内商店数店舗が出店

Ⅴ－７ 商店街振興事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

600 千円 300 千円

横浜市内の商店街が実施する地域の賑わいを創出するイベン
トを支援するため、一部費用を助成します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

5,000部増刷

300 千円

事 業 概 要 　旭区の商店街を区民や来街者に広く周知し、商店街振興を推進します。

執 行 計 画

・区内の商店街の場所、特長、イベント情報の紹介と、「あさひの逸品」
の紹介をあわせた冊子を令和元年度も継続して配布

・各商店街が企画するイベント等で活用できる商店街振興、旭区誕生50周年
PR用の啓発物品を配布

（冊子「もぐもぐあさひの逸品
わくわく商店街」(H30年度改訂
版)）

２　その他

・特別養護老人ホームに商店街が出張する「わくわく商店街」を年に２回実施

関連する主
な区配事業

・横浜市商店街活性化イベント助成事業（経済局）

(4/25 わくわく商店街 入居者が買い物をする様子）

拡

(あさひの朝市の様子）
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１　着ぐるみや画像データの貸出事業【200千円】

２　　記念品・普及啓発物品作成事業【872千円】

３　  商標登録更新事業【100千円】

Ⅴ－８ 「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

1,172 千円 822 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・貸出　年間120件

350 千円

事 業 概 要

　旭区マスコットキャラクター「あさひくん」が区民に広まり、区民が共通して
持つ旭区のイメージの一つになることで、「あさひくん」を通じて旭区と区民の
つながりを深め、これによりふるさと旭への愛着がより一層深まることにつなげ
ます。区民に旭区の魅力を再発見してもらうきっかけづくりとなるよう、「あさ
ひくん」を活用します。

執 行 計 画

・「あさひくん」の着ぐるみや画像の貸出を実施
平成30年度実績　画像68件、着ぐるみ55件

・着ぐるみの貸出のため、着ぐるみの修理や、衛生面を考慮したクリー
ニングを実施

・ホームページ等での広報を実施

・旭ジャズまつりや区民まつり、賀詞交換会などの様々なイベントへの参加
・「あさひくん」クリアファイルなどを用いた普及・啓発

（新小学１年生への配布など）
・新規イラスト作成を支援
・旭区50周年ＰＲ用グッズ作成

　あさひくんの商標登録更新手続きするため

【参考】平成30年度に作成した画像及びグッズ

拡

うちわ作成

あさひくんと山室さん（作

者）昨年の区民まつり様子

クリアファイル

あさひくんグッズの販売

（昨年の区民まつりに出店）

新
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Ⅵ　統合事務事業費

【課別内訳】 （単位：千円）

土木事務所 615 615 土木事務所運営に係る事務費

合　計 26,143 26,414

こども家庭支援課 1,460 1,444 こども家庭支援課事務費

生活支援課 11,548 11,548 生活支援課事務費

福祉保健課 1,305 1,305 民生委員・児童委員関係事務費　他

高齢・障害支援課 2,041 2,041 高齢・障害支援課事務費

970 970 地域振興課・区民利用施設事務費

戸籍課 3,351 3,687 戸籍課事務費

事 業 概 要 　区役所各課の運営に係る事務経費を取りまとめた事務費です。

執 行 計 画

課　名 H31予算(案) H30予算 主な執行内容

総務課 4,496 4,447 区役所運営に係る事務費　他

区政推進課 357 357 広聴事業等に係る事務費

地域振興課

Ⅵ－(1) 統合事務費 総務課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

26,143 千円 26,414 千円 ▲271 千円
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広報紙発行事業【8,351千円】

・広報よこはま旭区版を毎月発行。自治会・町内会、駅ＰＲボックス等を

通じて区民に配布

・広報よこはま発行事業（市民局）

広報よこはまの配布を依頼している自治会・町内会などへ

謝金を支払います。

相談事業【2,079千円】

・弁護士による法律相談を、毎週木曜日、毎月第２・４火曜日、

奇数月第３火曜日に実施

・上記のほか、司法書士、税理士、公証人、民事調停相談員、行政書士、

交通事故相談員、行政相談委員による専門相談を実施（予算執行なし）

【相談枠数】

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・法律相談等の専門相談を開催することで、多くの区民の不安解消、問題解決に
寄与

交通事故 行政相談

令和元年度
予定枠数

468 132 30 48 24 ※ ※

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・広報アンケートにて、「読みやすい」などの高評価を継続

事 業 概 要 　区民の日常生活の様々な困りごとについての専門相談を開催します。

執 行 計 画

法律 司法書士 税務 公証 民事調停 行政書士

※

※　当日先着順のため、枠数は決まっていません。

Ⅵ－(2)
－２

広聴・相談事業 区政推進課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

2,079 千円 2,047 千円 32 千円

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

執 行 計 画

Ⅵ－(2)
－１

広報よこはま旭区版発行事業 区政推進課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

8,351 千円 8,053 千円 298 千円

関連する主
な区配事業
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街の美化清掃【1,833千円】

・美化推進重点地区（鶴ヶ峰、二俣川駅周辺）の歩道を各月１回

地元町内会、商店街と区役所職員が協働で清掃を実施

・鶴ヶ峰駅周辺にて福祉団体による清掃を実施

・ポイ捨て禁止啓発  早朝清掃の様子

美化推進重点地区（鶴ヶ峰、二俣川駅周辺）において、美化推進員による

啓発及び簡易清掃を実施

１　地区活動助成金【616千円】

・旭区内で活動する消費生活推進員の地区活動（16地区）への支援

・各地区活動では、悪徳商法防止に関する啓発講座の開催や地域の見守り

活動への参加を実施

・環境に配慮した購買活動の推進を実施

・情報誌の発行・回覧などの広報活動を実施

２　消費者大学開催費【119千円】

・一般区民に向け、広く関心のあるテーマで啓発講座を年２回実施

（学識経験者や専門家などを講師に招き、区全体を対象とした講座）

３　委嘱式開催費【50千円】

・消費生活推進員委嘱式を実施（２年に１回）

・消費生活推進員委嘱式配布資料作成

・消費生活推進員新任者研修の実施

・消費生活推進員活動事業（経済局）

横浜市消費生活推進員地区代表の地区活動のまとめ役とし

ての活動費用を補助します。

執 行 計 画

・地域と協働した清掃活動の実施　22回

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

旭区内16地区で年２回以上の悪徳商法防止等講座を実施

Ⅵ－(2)
－４

消費生活推進事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

785 千円 735 千円 50 千円

事 業 概 要
　消費者トラブルや消費生活の知識を身につけた「消費生活推進員」を委嘱し、
活動への支援や講座の開催等を通じて、区民の知識を深め判断力を養うことによ
り、「消費者トラブルに遭わない、安全な地域づくり」を推進します。

関連する主
な区配事業

Ⅵ－(2)
－３

クリーンタウン横浜事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

1,833 千円 1,807 千円 26 千円

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動やポイ捨て禁止啓発、不法投棄
防止対策を実施し、清潔できれいな街づくりを推進します。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

43



スポーツ推進委員事業【4,705千円】

　・旭区スポーツ推進委員連絡協議会に対し事業補助金を交付し、活動を支援

　・横浜市スポーツ事業（横浜マラソン、トライアスロン大会等）への協力

　・区内スポーツ行事(旭区民スポーツ祭、旭区駅伝競走大会等)の運営及び協力

　・各地区運動会の実施等の地域スポーツ振興や、さわやかスポーツ等の普及

・旭区青少年指導員連絡協議会に事業補助金を交付

・旭区青少年指導員連絡協議会地区会長会議を実施

・青少年向けイベントを開催

・旭区親子野外自然体験活動（11月）

・旭区学校音楽祭（12月）

・研修会、講習会を実施

・あさひ青指だよりを作成（年２回）

・旭ふれあい区民まつりで体験教室を実施

・全市一斉統一行動パトロール活動、

　全市統一行動キャンペーン活動、

　社会環境実態調査を実施

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・青少年指導員事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

▲2,271 千円

事 業 概 要
　青少年の健全育成に向けて、青少年指導員が中心となり、関係団体や地域と連
携して企画、運営し、地域に根ざした青少年健全育成活動を実施します。

執 行 計 画

青少年指導員事業【3,061千円】

・旭区こども写生大会(６月）

　(旭区誕生50周年関連事業）

Ⅵ－(2)
－６

青少年指導員事業 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

3,061 千円 5,332 千円

事 業 概 要

　スポーツ推進委員は、地区において、地域の人たちとの連帯と委員相互の協力
のもと、地域に根ざしたスポーツやレクリエーションの振興事業の企画・立案・
実施並びに普及活動など、地域の多様化に即した事業を展開しています。また、
各種スポーツ・レクリエーション団体その他関係団体の事業について協力しま
す。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・旭区民スポーツ祭参加者総数　10,500人

Ⅵ－(2)
－５

スポーツ推進委員支援費 地域振興課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

4,705 千円 2,278 千円 2,427 千円

（平成30年6月16日

「こども写生大会」の様子）
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学校・家庭・地域連携支援事業【1,830千円】

・学校・家庭・地域が連携して青少年の健全育成のために行う活動に対し交付

金を交付（12中学校区実行委員会）

・各中学校区実行委員会や青少年団体等相互の情報交換を図るため、実践交流

会を実施

Ⅵ－(2)
－７

学校・家庭・地域連携事業 こども家庭支援課

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

1,830 千円 1,830 千円 0 千円

事 業 概 要
　学校、家庭及び地域が連携し、それぞれが持つ教育機能を発揮することで、次
代を担う青少年が自立心をもち、人間性豊かに育つことを目的とします。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・中学校区実行委員会による事業実施、実践交流会（１回）開催
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Ⅶ　区庁舎・区民利用施設管理費

　旭区総合庁舎、二俣川行政サービスコーナー、旭区市民活動支援センター、

土木事務所、公会堂、地区センター等旭区内の区民利用施設における管理運営を

行います。

【施設内訳】 （単位：千円）

区庁舎・区民利用施設修繕費 11,946 11,946 区庁舎、土木事務所、各区民利用施設修繕費

合　計 666,503 661,140

488,511
地区センター、こどもログハウス、区民文
化センター、老人福祉センター、コミュニ
ティハウス、区スポーツセンター　他

広場・遊び場 2,070 2,070 子どもの遊び場、スポーツ広場の運営費

土木事務所管理運営費

公会堂 26,631 26,390 公会堂管理運営費

旭区市民活動支援センター「みなくる」運営費

5,363 千円

主な執行内容

区庁舎、公用車等運営管理費

行政サービスコーナー 11,027 11,027 二俣川駅行政サービスコーナー運営費

事 業 概 要

執 行 計 画

事業名 H31予算(案) H30予算

区庁舎等 100,910 100,474

市民活動センター 9,090 10,608

土木事務所 10,120 10,114

地区センター他 494,709

Ⅶ－１ 区庁舎・区民利用施設管理費
総務課

地域振興課
土木事務所

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

666,503 千円 661,140 千円
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Ⅷ　区局連携促進事業

緊急時情報システム運用試行事業【872千円】

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・前年度に引き続きシステムの試行運用を行い、試行最終年度であることを踏ま
え、情報提供先として登録申請した自治会・町内会等との間で試験配信訓練を四
半期に一度実施し、実際に発生した災害に伴う避難所情報等の提供は随時実施す
る。

事 業 概 要
　台風や集中豪雨等による、がけ崩れや浸水の被害等が予想される場合におい
て、町内会等地域へ迅速かつ確実な情報の受伝達を行うための手段を確立しま
す。

執 行 計 画

・身近な情報伝達手段である電話を活用して、メール、インターネット未利用者
にも一斉に情報を伝達(特別な機器や操作は不要、不在時は自動でリダイヤル)

・発信だけでなく、プッシュボタンを活用して受信者からの各種情報を把握、集
約することが可能（システムから発信する情報内容は自由に設定可能）

・構築したシステムの定時送信訓練（四半期に１回）、災害発生時の実稼働送信
による試行運用と検証の実施

Ⅷ－１ 緊急時情報システム運用試行事業
総務課

（連携局：総務局）

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

872 千円 800 千円 72 千円

旭区役所
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地域ユースプラザ事業【19,470千円】

【実施内容】

こども青少年局と連携し、相鉄線（本線・いずみ野線）のターミナル駅で、

西部方面でのアクセスに便利な二俣川駅近くの適地に『よこはま西部ユース

プラザ』を移転

【移転先（予定）】

横浜市旭区二俣川１－２　二宮ビル３階　（二俣川駅徒歩約２分）

【移転先での開所予定】

７月下旬

【スケジュール】

・４月～６月　移転先施設レイアウト検討・改修工事

・６月下旬　　備品等運搬

・７月中 移転、現施設現状回復工事　

【事業内容】

・第一次的な総合相談（電話相談、来所相談等）

・区役所におけるひきこもり等の困難を抱える若者の専門相談の実施

・ひきこもりからの回復期にある青少年の居場所の運営

・社会体験、就労体験のプログラムの実施

【期待される効果】

・西部エリア全体で、西部ユースプラザ利用登録者数が増加

・ユースプラザとエリア内の関係機関（地域ケアプラザ、学校、障害者相談

支援機関等）との連携が一層図られた利用者の社会参加に向けた取組の促進

Ⅷ－２ 地域ユースプラザ事業
こども家庭支援課
（連携局：こども

青少年局）

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

19,470 千円 ― 19,470 千円

事 業 概 要

　地域ユースプラザは、ひきこもり等の困難を抱える若者の支援を目的とし、方
面別４か所で開設しているが、保土ケ谷区・旭区・泉区・瀬谷区を対象エリアと
する西部ユースプラザは、西部エリアの東端（保土ケ谷区天王町）に位置し、駅
から距離もあるため、二俣川駅近くに移転することで利便性の向上を図ります。

執 行 計 画

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

二俣川駅近くの適地に『よこはま西部ユースプラザ』を移転（７月）
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2025年問題を見据えた大規模団地再生モデル構築事業【5,609千円】

【実施内容】

《４つの団地に共通する取組》

・３年間の事業の振り返りと成果のとりまとめ

《若葉台団地》

・協定を締結した事業者との連携事業を推進

《左近山団地》

・左近山まちづくり方針の具体化を支援

・子育て世帯や高齢者への支援の仕組みを検討

《ひかりが丘団地・西ひかりが丘団地》

・地域に必要な機能の調査検討

・高齢者用市営住宅等生活援助員派遣事業

　市営ひかりが丘住宅における相談支援、見守り

・介護人材の定着と地域支援事業（平成30年度から継続）

Ⅷ－３ 2025年問題を見据えた大規模団地再生モデル構築事業
区政推進課

（連携局：建築局）

予 算 額
令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減

5,609 千円 8,109 千円 ▲2,500 千円

事 業 概 要
　建物の老朽化や居住者の高齢化が進む大規模団地において、コミュニティの希
薄化や医療・介護等のニーズの増大に対応するため、旭区において大規模団地の
再生モデルの構築に向けた取組を関係区局と連携して進めます。

執行計画

　区局連携事業３年目を迎える最終年度として、30年度に策定したビジョンの具
体化に向けた取組を更に推進するとともに、事業成果のとりまとめを行います。
　また、若葉台団地と左近山団地においては、SDGｓ未来推進事業の郊外部モデ
ルとなるよう事業展開を図ります。（別掲）

関連する主
な区配事業
（健康福祉
局）

（平成28年度から継続）

西ひかりが丘団地において、経済連携協定（EPA）に基づく介
護福祉士候補者が地域活動に参加することによる地域活動の
維持拡大、介護人材の定着支援

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ビジョン（平成30年度策定）を具体化するための検討と取組実施
・３年間の事業成果のとりまとめ
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Ⅸ　SDGs未来都市推進事業

１　  左近山団地における大学との連携事業 【3,000千円】

 【実施内容】

・大学生入居事業委託

・専門家による大学生の活動支援

・横浜国立大学の研究室による住民活動支援

２　  若葉台団地における地域・企業・行政による協働事業 【1,000千円】

 【実施内容】

・公有地活用等も含めた、SDGｓデザインセンターとの連携の仕組み検討

《再掲・関連する自主企画事業》 SDGｓ若葉台フロント事業　【1,500千円】

 【実施内容】

・大学や企業の実証実験の誘致に関する調査検討

・地域の課題や強みなどの実態調査

・地域コミュニティの活性化

・大学や企業の実証実験の誘致

・公民連携の持続可能な仕組みづくり

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

事 業 概 要

　若葉台団地と左近山団地において、大規模団地の再生にSDGs未来都市の視点を
取り入れ、地域主体のまちづくりに新たな企業や大学等の参画を促します。多様
な繋がりの中で環境面での既存住宅地の省エネルギー化や脱炭素化、経済面での
地域経済活性化、社会面での超高齢社会対応など、複合的な課題解決を図りま
す。

執 行 計 画

　横浜国立大学の大学生が居住し実施する地域活動や研究室の活動をきっかけと
して、多様な繋がりによるまちづくりの取組体制を構築し、地域コミュニティの
活性化や地域経済活性化などの課題解決を図ります。

大学生への地域活動補助金の支給や活動費等
をNPO法人に委託

　地域が策定した『横浜若葉台みらいづくりプラン』を推進する地元会議や、神
奈川県住宅供給公社と若葉台まちづくりセンター、行政の３者による協働事業と
も連携し、多様なパートナーシップによる新たなまちづくりを推進します。

　平成30年度に立ち上げた公民連携のまちづくりに関
する総合窓口『SDGs若葉台フロント』により、企業や大
学の実証実験等のあらたな取組を誘致します。

Ⅸ－１ SDGs未来都市地域主体型事業 区政推進課

予 算 額

令和元年度予算 平成30年度予算 増▲減
SDGs未来都市

地域主体型事業 4,000 千円 2,440 千円 1,560 千円
関連する

自主企画事業との計 5,500 千円 2,440 千円 3,060 千円

コミュニティバスの位置の見える化

横浜国立大学が参加する協定締結

（平成30年11月）

新

ビアガーデンイベント（平成30年度

に2回開催し述べ120人が参加）

新

拡
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Ⅹ　旭区で企画する主な区配事業

（３）区民利用施設職員研修事業（地域振興課）【167千円】

・目的：地域施設におけるコーディネート・相談・情報提供力の充実を目指し、市民活動
活性化の取組みの一環として実施
・対象：区民利用施設職員等
・事業の必要性：地域活動団体は担い手不足という課題を抱え、地域活動に関心がある人
たちと各種団体とのマッチングが求められている
・令和元年度予定 ：新人職員向け研修及び全職員向けに講義、交流会

（４）新あさひみらい塾事業(区政推進課)【920千円】

【事業概要】
　自治会町内会や地区社協、民生委員等の委嘱委員など地域の活動者と、区の職員が協働
による地域づくりを推進するため、先進的な活動を見学して学ぶとともに、グループワー
クで課題解決の手法を学び合い、自らの地域課題を主体的に捉えて解決するための気づき
や可能性を広げる機会とする。
【執行計画】
　区内にネットワークを有する区社会福祉協議会と区役所が協働で事業に取り組む。自治
会町内会等から参加者を推薦してもらうことで、学んだことを地域活動や地域の課題に生
かす。

元気な地域づくり推進事業（市民局）
【R1予算額：5,224千円　　 H30予算額：5,805千円　　差引：▲581千円】

（１）きらっとあさひ地域支援事業（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）【3,281千円】

【事業概要】
・区における地域福祉の推進、高齢者の居場所づくりやＳＤＧｓに対する取組など地域課
題の解決に取り組むさまざまな活動団体による新たな取組を支援するため、活動に必要な
経費を補助する。
・また、資金面だけでなく、人材面・情報面からも支援するために、交付団体の交流会を
開催し、情報共有を図ることで地域のつながりづくりを支援。
・様々なパートナーと連携し複数課題の同時的な解決にチャレンジする事業へ追加で補助
金を交付し、支援する仕組みを新設(ＳＤＧｓ取組枠)。
【執行計画】
・対象：①５人以上の旭区民を含む構成員で構成された団体が新たに区内における

地域課題解決に取り組む事業　→補助率10分の７を上限に補助金を交付
②自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携、協働して取り組む事業
→補助率10分の９を上限に補助金を交付

・補助金上限額：１年目30万円(+ＳＤＧｓ取組枠：20万円)、２年目20万円、
３～５年目10万円　※補助上限年数は、①３年間、②５年間

（２）旭区元気な地域づくり推進事業（区政推進課）【856千円】

【事業概要・執行計画】
●地区担当制
・責任職がそれぞれ地区を担当し、協働による地域づくりを目指す。
・４月に全責任職及び転入職員に向けて研修を実施。地区担当連絡会を毎月開催。
●タウンミーティング
・地域課題について、地域と行政がともに考え、協働するため、平成17年度より継続して
実施。平成30年度は、14地区で開催。令和元年度も希望する地区を対象に実施予定。
●あさひコーディネーター派遣事業
・自治会町内会の運営上の課題の解決や活動の活性化などの支援をするため、地区連合ま
たは自治会町内会を対象とし、コーディネーター(専門家)を派遣する(事例紹介、課題整理
等)。令和元年度は１地区１～３回程度、２地区を予定。
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旭 区に係る予算のすがた（令和元年度一般会計予算）

　一般会計は、福祉、保健、道路・公園の維持管理など基礎的な行政サービスを行う会計で、主に市税（市民税
及び固定資産税など）が使われています。横浜市の一般会計の規模は１兆7,615億円ですが、このうち区が執
行している予算の規模（区の人件費を含む）は2,001億円です。この区が執行している予算に焦点をあてて、各
区が主に税金を用いて、どれだけの事務事業を行っているかを示します。

区づくり

区配

人件費

自主

統合事務事業費
プラス・ＳＤＧｓ

区庁舎・区民利用施設管理費

区行政推進費

区役所総務費

身近なまちづくり

子育て支援

生活保護等

その他福

祉・保健

人件費

旭区

0.8%

5.3%

31.7%

0.4%
0.0%

125億円

18区全体の

6.3%

1.0%

3.1%

9.8%

8.5%

35.1%

4.2%

7.6%

60.7%

31.7%

旭区の予算の特徴

令和元年度一般会計予算の中で、旭区の人件費を含む区が執行している予算の規模は、約１２５億円とな

っており、18 区全体の予算のおよそ 6.3％を占めています。これは、単純に区民１人当たりに換算すると、 約 5

万 1 千円を支出していることになります。 

そのうち、区が自律編成を行う「個性ある区づくり推進費」は約9億5千万円となっており、旭区に係る予算の

約 7.6％となっております。「個性ある区づくり推進費」の中でも「区庁舎・区民利用施設管理費」の割合が高くな

っています。 

区に係る予算の中でも大部分を占めているのは、局から予算配付を受け区が執行している「区配付予算」で、

旭区全体の約 60.7％に及びます。その中でも特に「生活保護」に係る予算は 44 億円となっており、区配付予算

の半分以上を占めています。また、保育所の運営費や放課後児童健全育成など「子育て支援」に係る経費は

10 億円で旭区全体の 8.5％を占めています。「身近なまちづくり」として約 12 億円、旭区全体の 9.8％を占めて

いる予算は、土木事務所が執行する予算で、身近な道路・公園等の管理運営に係る経費となっております。 

そのほか、旭区が各種事務事業を行うための人件費として 40 億円、旭区全体の約 31.7％を占めておりま

す。 

 このように旭区の予算は、地域の課題やニーズに迅速かつきめ細やかに対応するための自主企画事業を始

め、局からの予算配付を受け、局に代わり区民生活に密着した福祉や保健、子育て、身近なまちづくりなど、区

民生活を支える重要な事務事業を担っています。 

注：各項目で四捨五入をしているため、合計額と一致しない場合があります。

区づくり154億円

プラス・SDGs1億円

子育て支

援175億円

人件費617億円

自主19億円 統合事務事業費8億円

区庁舎区民利用施設管理

費105億円

区行政推進費21億円

区配1,230億円

区役所総務費76億円

身近なまちづくり

200億円

生活保護等713億円

その他福祉・保健

66億円

人件費617億円

横浜市

18区全体

0.9%

5.2%

1.1%

10.0

8.7%

35.6%

3.3%

30.8%

61.5%

7.7%
30.8%

2,001億円

3.8

0.0%
0.4%
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主　な　事　業　内　容 （単位：百万円）

予算

951

103

49

4

667

129

7,603

390

80

19

4

287

1,225 （土木事務所が執行する予算です。）　　*下水道事業を含む 1,369 百万円

804

122

(144)

299

1,062

0

377

486

200

4,401

4,373

28

525

190

26

309

3,976

職員人件費 3,976
12,531 （※） 下　水　道　事　業　を　含　む 12,675 百万円

統合事務事業費
広報よこはま各区版の発行や各区市民相談、青少年指導員等の活動、生活保護及び戸
籍・住民登録等に係る経費です。

温暖化プラス事業
区ＳＤＧｓ未来都市推進事業

区役所や地域における温暖化対策の取組や、区役所が地域特性を生かした事業を提案
し、ＳＤＧｓ未来都市を推進するための事業費です。

区庁舎・区民利用施設管理費 区庁舎や地区センターなどの区民利用施設の管理運営に係る経費です。

統計調査費

その他

身近なまちづくり

保育に欠ける乳児、幼児を保育する保育所の運営費などです。
市立保育所６箇所の運営経費

民間保育所運営

子育て支援

市立保育所運営

身近な公園の維持管理や老朽化した公園施設の改良などを行います。

各種統計調査を行うための経費です。

既設管の修繕や共同排水設備の受託施工などを行います。

戸籍住民登録の事務費、各種選挙の実施、自治会・町内会組織助成などを行います。

道路修繕費等

河川維持管理費等

公園管理費等

下水道事業（※参考）

（福祉保健センター等が執行する予算です。）

一時保育や休日保育などを実施する民間保育所の運営費です。

※各項目で四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

生活保護に至る前段階の生活困窮者に対して、国の定める基準に基づき、自立に向けた
包括的な相談支援を実施するための経費などです。

（福祉保健センターが執行する予算です。）

身体障害児・者の身体機能を補う用具、日常生活を円滑にするための各種用具の給付・
貸与を行うほか、障害状況等に合わせた住宅改造や自立支援機器の購入・取付に関わ
る経費の助成などを行います。

老人クラブへの助成や寝たきり高齢者等への日常生活用具の給付・貸与に関わる経費。
介護予防型のデイサービス事業（介護保険対象外事業）などを行います。

地域ケアプラザの管理運営経費や民生委員・児童委員の活動費の支給などを行います。

人件費

合　　計

総務局人事部労務課公表「平成31年度職員人件費予算の目安」より

生活困窮者に対して、国の定める基準により、その困窮の程度に応じて扶助費を支給す
るための経費などです。（対象見込み世帯３３００世帯）

高齢者福祉

区役所総務費 （総務部が執行する予算です。）

賦課徴収費

広報費

※年間を通じた概ねの配付額を算出していますので、あくまでも区に係る予算の大まかな全体像を示した内容となっています。
（現時点では区への配付額が未定のため、区へ配付する予定額を１８区均等配分したものや按分したものも含まれています）

その他

地域の理解と協力のもと、保護者の就労等の事情により、留守家庭となる児童の保護及
び遊びを通じた健全な育成を行う放課後児童クラブ運営委員会への補助金などです。（14
箇所）

（福祉保健センターが執行する予算です。）

小児医療費助成、児童手当・児童扶養手当の支給などを行います。

放課後児童健全育成

その他

生活保護等

生活困窮者自立支援

福祉・保健

障害者福祉

生 活 保 護

市税の課税・納税に関わる償還金や還付加算金、納税通知書の作成や発送するための
経費などです。

「広報よこはま」や「県のたより」の配布謝金など、広報・広聴に係る経費です。

道路の修繕や交通安全施設の整備・補修などを行います。

準用河川の維持管理や親水水路の維持管理などを行います。

説明

地域の身近な課題やニーズに、迅速かつ、きめ細かく対応するための事業費です。

区の裁量や創意工夫に基づき自律編成する予算個性ある区づくり推進費

分類

自主企画事業費

嘱託員やアルバイトに係る経費です。

局からの予算配付を受け、区が執行している予算

区行政推進費

区配付予算
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～サンサンと あさひ輝く 明るい未来～

旭区ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

あさひくん



 

 

令和元年度 旭区大規模団地再生に関する取組について 

 

「2025 年問題を⾒据えた⼤規模団地再⽣モデル構築事業」については、区局連携事業３年目を迎える最終年
度にあたり、昨年度に策定したビジョンの具体化に向けた取組を推進するとともに、事業成果のとりまとめを⾏います。 

また、平成 30 年６⽉に横浜市が SDGｓ未来都市に選定されたことを受け、若葉台団地と左近⼭団地において
は、SDGs 未来都市地域主体型事業を推進し、郊外部の先進モデルとなるよう事業展開の加速化を図ります。 

特に、地域の⼤きな課題となっている活⽤されていない学校跡地の活⽤検討については、それぞれの進捗に応じた
取組を関係局と連携して進めます。 

 
今年度の取組 
 

 
１ 若葉台団地 
（１）横浜若葉台みらいづくりプランの具体化推進等 

・横浜若葉台みらいづくりプラン推進会議の取組支援 

・協定に基づく協働事業の推進  
（２）SDGｓ未来都市の推進 

・ヨコハマ SDGｓデザインセンターとも連携し、地域の課題や強みなどの 
実態調査を実施したうえで、⼤学や企業の実証実験の誘致  

（３）旧若葉台⻄中学校跡地の活⽤検討 
・地域活性化に寄与している現在の施設利⽤について、持続可能な 
事業スキームを整理したうえで、本格活用に向けた地元調整を実施 
 

 
２ 左近⼭団地 
（１）左近⼭まちづくり⽅針の具体化⽀援等 

・NPO 法人横浜プランナーズネットワークによる活動団体等の立ち上げ支援（子育て世帯や高齢者支援）  
（２）SDGｓ未来都市推進事業 

・NPO 法人アクションポート横浜による入居大学生（５名）の活動支援 

・横浜国立大学の経済学部研究室による住民活動支援の取組誘致 

・左近⼭⼩学校と地域が連携するまちづくりを更に促進するために、⼩学校のボランティアや地域活動を⾏う教育
学部⽣の⼊居者を募集して取組を展開  

（３）旧左近⼭⼩⾼⼩学校跡地の活⽤検討 
・地域の課題を解決する⺠間施設の実現性を確認したうえで、⼟地利⽤の⽅針変更の実施に向けた地元調

整を実施 
 
３ ひかりが丘団地・⻄ひかりが丘団地 
（１）旧ひかりが丘⼩学校跡地の活⽤検討 

・検討している事業提案型公募により実施を目指す地域ニーズについて、説明会等を活用してとりまとめ

を実施 

 

  

【参考】これまでの２年間の取組 
 

 

 

 

横浜市旭区大規模団地再生ビジョン策定（H30 年 9 月） 

 
 

 

【参考】よこはま団地再

生コンソーシアムが 

若葉台団地と左近山

団地の取組を表彰 

（H31 年 2 月） 

１ ・横浜若葉台みらいづくりプラン推進会議の設立

（H29 年 12 月から計 7 回開催）、アクション 

プランの検討 
 

・「横浜若葉台みらいづく
りプラン」を推進する県
住宅供給公社、若葉
台まちづくりセンター、本
市の協定締結（H30
年 4 ⽉）、 

シティープロモーショ

ンの実施 
 

・SDGｓ若葉台フロント 

設立（H30 年 4 月）、  

企業等の取組誘致 

・横浜国立大学が参画

するモビリティと連携し

たまちづくり、協定締

結（H30 年 11 月） 
 

・オンデマンドバス地域関

係者向け試乗会 

（利用人数 33 名）、 

7 ⽇間モニター試乗会
（利⽤⼈数述べ 105
名、H31 年 3 ⽉） 

 

【参考】19 時半からの NHK 総合番組で団地の 

魅力が 10 分以上、取り上げられる（H30 年 9 月） 
 

【参考】17 時半頃からの TV 朝日の番組で奇跡の

団地として取り上げられる(H31 年 2 月) 

若
葉
台
団
地 

２ ・左近⼭まちづくり⽅針検討会議の設置（H29 年
12 ⽉から３回開催）、取組テーマを議論 
 

・これからの左近山地域

を考える会議の設置

（地域に必要な活動を

議論計３回開催） 
 

・まちに必要な機能の

調査や住民アンケート  
 

・左近⼭⼩学校６年 1
組が住⺠と未来を考え
るまちづくりを議論 
（H30 年 11 ⽉） 
４〜６年⽣が団地活
性化イベントを開催
（H31 年３⽉） 

・H29、30 年度 4 名、H31 年 5 名の横浜国立大学

の学生が団地に入居 
 

・学生企画ビアガーデ

ンに 50 人以上参加

（H30 年 5 月、7 月） 
 

・流しそうめんに 60 人

参加（ H30 年８月） 
 

・断熱改修ワークショッ

プ（ H30 年 11 月）、親

子料理教室（H31 年 

2 月）、活動報告会

（H30 年 3 月、H31 年

3 月） 
 

【参考】住民コンペで整備した『みんなの庭』で 

住民の結婚式開催（5/19） 

左
近
山
団
地 

３ ・旧ひかりが丘⼩学校後利⽤調整会議（H30 年
２⽉から４回開催） 

 

・旧ひかりが丘小学校跡地活用について事業者

ヒアリング（H30 年３月、11 月）、住民説明会

（H30 年７月） 
 

・上白根地区周辺の交通移動の改善検討（アン

ケート調査 H30 年１～３月、地域交通サポート

事業グループ登録） 

・高齢者用市営住宅等生活援助員派遣事業 

 30 年度： 相談室・サロンの来場 1,503 人  
 

相談 356 件、見守り登録 136 世帯（３月末） 
 

・介護人材の定着と地域支援事業 

 介護福祉士候補生が団地秋祭り、サロン参加 
 

【参考】西ひかりが丘団地、 UR 都市機構医療福

祉拠点化、地元会議（H30 年８月、H31 年１月） 

ひ
か
り
が
丘
団
地 

 

西

ひ

か

り

が

丘

団

地

別 紙 

協定締結式 

SDGｓ若葉台フロントのロゴ 

コミュニティバスわかば号
の位置情報の⾒える化 

流しそうめん 

これからの左近⼭ 
地域を考える会議 

６年１組『左近⼭サミット』 
⼦どもたちの発案が連合
⾃治会 50 周年のキャッチ 
フレーズに採⽤ 

モネ・テクノロジーズの技術を
活⽤したオンデマンドバス 

ビアガーデン『サコノミ』 

まちの魅⼒で幸せ
になるストーリー

作りワークショップ 

若葉台オンデマンドバス、 
7 ⽉から次の実証実験へ  
（地域情報誌 記事抜粋） 
次回は、7 ⽉に実証実験の再開
を予定しており、条件を満たす⽅
はアプリをダウンロードすれば無料で
⾃ 由 に ご 乗 ⾞ い た だ け ま す 。
（略）⽬標としてアプリダウンロー
ド数 500 件、期間中の延べ利
⽤者数 300 ⼈以上を⽬指して
おり、本格運⾏に向けてよく利⽤さ
れる時間帯や、よく使われる運⾏
ルート、若葉台で必要なサービス
の内容などを検証していきます。 
未来のサービスを是⾮、ご利⽤・ご
体験ください。 

若葉台団地『みらいづくりプラン
の推進』、左近⼭団地『⼤学
⽣と協働のまちづくり』 
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対応

※一部対応
含む

提 案 内 容 の 概 要
番
号

項　目

平成31年度予算編成に向けた「区提案反映制度」項目・対応状況一覧

旭 1
旭区庁舎の執務環境、市民応対窓口及び待合
空間の改善

１　別棟（新館・別館）の待合・カウンター・執務室内の什器の
更新や空調・換気設備の更新
２　本館１階全体の配置見直しの実施に向けた検討
３　本館及び新館の地下書庫の更新

市民局 ○

旭 2
鶴ヶ峰駅付近の連続立体交差事業を契機とし
た北口周辺まちづくりの推進

都市整備局 ○

旭 2
鶴ヶ峰駅付近の連続立体交差事業を契機とし
た北口周辺まちづくりの推進

道路局 ○

旭 3
旭区内のコミュニティハウスの整備促進につい
て

　未整備地区における基礎調査とともに、設置場所の選定
や整備手法の決定に必要な計画の検討

市民局 -

旭 4 帷子川旧河川敷のプロムナード整備について
　帷子川旧河川敷（日影橋～前山橋）において、プロムナー
ドの全区間の早期整備と下水道の整備

環境創造局 ○

旭 5 横浜環状鉄道の早期延伸

１　横浜環状鉄道について事業性を高めるための検討の継
続
２　既存路線のグリーンラインの隣接する区間（中山～二俣
川経由～東戸塚）の先行整備に向けた取組

都市整備局 ○

旭 6 都市計画道路の整備促進

１　鴨居上飯田線や保土ケ谷二俣川線の現在整備中区間
の早期完了
２　未着手路線・区間の早期着手に向けた検討調査
３　整備完了までの期間の歩行者の安全対策

道路局 ○

旭 7 連続宅地開発に対応するための制度改善

１　連続する3,000㎡未満の小規模開発において、必要な公
共基盤施設の整備を指導できるよう関係課による連絡体制
の構築
２　諸課題を解決できるような開発調整条例等の制度改善

建築局 ○

旭 8
中央道路の延伸と里山ガーデンの本格活用、
国際園芸博覧会開催に向けた機運醸成

環境創造局 ○

旭 8
中央道路の延伸と里山ガーデンの本格活用、
国際園芸博覧会開催に向けた機運醸成

政策局 ○

旭 9
左近山団地の再生における大学と連携した
SDGs未来都市推進事業

　左近山団地において持続可能なコミュニティの維持・強化
に向け、大学との協働による福祉分野強化や地域経済活性
化等の推進

温暖化対策統括
本部

○

旭 10 市営住宅における住戸改善
　居住性の向上・高齢者対応・長寿命化に向けた市営住宅
の住戸改善の設計・工事

建築局 ○

旭 11
若葉台地区センターにおける体育室の冷暖房
装置の設置について

　区内唯一未整備の若葉台地区センター体育室における冷
暖房装置設置及び特定天井脱落対策の同時工事計画の検
討

市民局 ○

旭 12
公園における買物困難者（高齢者等）の生活支
援を目的とした移動販売の行為許可

　買物支援が必要な高齢者等への福祉の観点から、公園で
の移動販売が可能となるような公園内行為の許可基準及び
減免基準の見直し

環境創造局 ○

旭 13
児童家庭支援センターの養育支援家庭の利用
促進に向けた取組

１　児童家庭支援センターのサテライト型施設の設置
２　こども青少年局による児童家庭支援センターの実務マ
ニュアルを徹底した利用促進

こども青少年局 ○

旭 14 よこはま西部ユースプラザの移転
　西部方面における利便性向上を目的とした、よこはま西
部ユースプラザの二俣川駅近くへの移転

こども青少年局 ○

旭 15
生活困窮者自立支援事業における任意事業の
交通費の支給等、参加促進の仕組みづくりにつ
いて

１　寄り添い型学習支援事業、就労準備支援事業、就労準
備事前講座における交通費の支給
２　送迎などの仕組みの構築に向けた検討

健康福祉局 -

旭 16 落ち葉に対応した車道清掃予算の確保
　落ち葉時期（10～12月）の落葉樹路線における、３回/月程
度の車道清掃の実施

道路局 -

１　北口まちづくりの事業手法検討等に必要な委託
２　連続立体交差事業の着工準備（都市計画、環境影響評
価の手続き等）の推進

１　中央道路延伸による交通渋滞の早期解消
２　区誕生50周年を踏まえ、里山ガーデンなど区内各所で園
芸博覧会招致に向けた区民の機運を醸成する取組の実施
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旭 17 狭あい道路拡幅整備事業の推進

１　地域の要望を踏まえた路線型による狭あい道路拡幅整
備事業の重点整備
２　地域からの要望、相談などに対する積極的な説明の実
施

建築局 ○

旭 18 白根通り拡幅事業の早期完成
　白根６丁目地区、上白根１丁目地区の用地取得を進め、取
得できた部分から先行した工事の実施

道路局 ○

旭 19
帷子川河川改修事業（上川井地区）による学校
橋架け替えの早期完成

　上川井地区における、水道みち･国道16号･旧道の３本の
道路を結ぶ方向道路（橋）の早期完成

道路局 ○

旭 20
旭土木事務所洗面所（トイレ）の床面ドライ化を
中心とした全面改修工事

　衛生環境改善化に向けた洗面所の床面のドライ化など便
器や排水管の改修を含めた全面改修

市民局 ○

旭 21 今宿東公園改良整備事業
　防犯面や園路の老朽化などの多くの課題を抱えている今
宿東公園の改良整備の実施

環境創造局 ○



 

 

 

旭プール修繕工事等の実施について 

 

１ 報告趣旨 

旭プールの屋外プールにおいて、水位の低下が報告されたため、漏水箇所特定の調査

を実施しています。今後、この調査結果を踏まえ、修繕工事を実施する予定です。 

  また、旭プールの屋内プールにおいては、特定天井脱落対策による天井改修工事を実

施するため、令和元年 10 月から令和２年３月まで施設を全館休館します。 

 

２ 屋外プールの漏水調査及び修繕工事等の今後のスケジュール 

① ６月中旬頃まで・・・漏水調査 

② ６月中旬頃以降・・・漏水箇所修繕 

※屋外プールの今年度の夏季営業については、調査が終了し漏水の原因等詳細が 

分かり次第、改めて工事施工期間等を検討し、情報提供させていただきます。 

 

３ 天井改修工事に伴う休館について 

（１）工事内容 

特定天井脱落対策※による屋内プールの天井改修工事 

※特定天井脱落対策とは・・ 

東日本大震災で天井の脱落が多数生じたことから、建築基準法が改正され、既存不適格となった

本市既存公共建築物の全ての特定天井を改修すること。 

特定天井：吊り天井で、①天井の高さが６ｍを超えかつ、②その水平投影面積が 200 ㎡を超えか

つ、③天井部材の重さが２㎏/㎡を超える等のもの。 

 

（２）工事実施期間（予定） 

令和元年 10 月１日～令和２年３月 31 日 

工事期間中は施設を全館休館します。 

   

≪参考≫ 旭プール施設概要 

設置 昭和 48 年（1973 年） 

施設内容 屋内プール：25m プール、児童プール、幼児プール 

屋外プール：50m プール、児童プール、幼児プール 

営業期間 屋内プール：通年 

（今年度は天井改修工事のため 10 月から３月まで休館予定） 

屋外プール：７月第２土曜日から９月第１日曜日まで 

（７/13～９/１予定） 

施設利用者数 平成 30 年度年間総利用者数：130,463 人 

指定管理者 よこはまプールサポーターズ 

 

区づくり推進市会議員会議資料 

令 和 元 年 ６ 月 ３ 日 

市民局スポーツ振興課 

資料３ 
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旭区読書活動推進目標の改定について 

 

１ 経緯 

平成 26 年に「横浜市民の読書活動の推進に関する条例」が施行され、同年に「横浜市民読書活動推進計画」が

５か年の全市計画として作成されました。これらを踏まえて、旭区の地域性に沿った読書活動の推進を図るため

の「旭区読書活動推進目標」（対象期間：平成 26 年度から 30 年度）を策定しました。平成 30 年度で目標期間が

終了するため、令和元年度からの新たな目標を策定いたします。 

 

２ 改定前目標について 

(1) 概要 

より多くの区民の皆様が読書活動を楽しんでいただけるよう、「知る」「親しむ」「つながる」を目標の基

本として、読書活動を推進する。 

(2) 効果 

平成 26 年からの５年間で、区内の小中学校、特別支援学校の全校に図書館司書が配置されるとともに、旭図

書館がかかわる子ども向け「お話し会」の回数も年 14 回から 48 回へ増加しました。 

また、区内店舗や個人で所有の図書を閲覧、貸出しできるようにする「旭どこでも本棚」や、駅前広場で一

日限りの古本市を開催する「市民古本市」など、区民によるさまざまな読書活動も始まりました。 

 

３ 改定後目標の方針について 

改定前目標における「知る」「親しむ」「つながる」の基本目標は変えることなく進め、ワークショップ等で

区民の意見を募集し、新たな目標に反映させる。さらに、区役所・図書館・学校の連携とボランティア等の市民

参加により、本に親しめる場所や機会を増やすとともに、旭区中学生ビブリオバトル大会や読み聞かせ等のイベ

ントを開催し、読書活動を広げます。 

 

４ 目標の改定日程・手順 

(1) 平成 30 年 11 月 17 日 旭区読書活動推進のためのワークショップ第１回開催（意見・アイディア収集） 

(2) 平成 31 年 ２月 17 日 旭区読書活動推進のためのワークショップ第２回開催（新目標素案作成） 

(3) 令和元年  ６月    素案公表、区民意見募集 

(4) 令和元年  ７月    新目標確定、公表（区内で本を閲覧できる店舗・本を買える場所マップ及び本を通

した交流を進める区内団体情報（本冊子）を併せて提供） 

 

５ 法令等と区目標の関係性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説 明 資 料 
令 和 元 年 ５ 月 
旭図書館・旭区地域振興課 

条例（横浜市） 法律（国） 

横浜市民読書活動推進計画 （平成 26年度から 30年度） 

区読書活動推進目標 （平成 26年度から 30年度） 

横浜市民の読書活動の推進に関する条例 子どもの読書活動の推進に関する法律 
令和元年 12 月 

新計画公表予定 

今回改定 

裏面あり 
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６ 参考（ワークショップで聴取した意見の一部） 

・読み聞かせしてもらった体験は覚えているから、たくさん子どもに経験させたい 

・人が集まる場所に本があると良い 

・今ある活動を大切にしてもらいたい 

・幼児から高齢者まで「本」で交流ができる「居場所」が地域でできると良い 

・読書ができてリラックスできる空間、ゆるく本に親しめる活動がほしい 

・読むだけではない「本」に関わる様々な体験が可能なイベントなどを実施してほしい 

  等 

 

以上 




